




LC70_J

1

8

7

6

5

4

3

2
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室内装備・機能 室内装備の使い方など
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車両情報 車の仕様やお好みに合わせて選べる機能の情報
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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様のお車にはない
装備の説明が記載されている場合
があります。また、車の仕様変更
により、内容がお車と一致しない
場合がありますのでご了承くださ
い。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様のお車の
装備と一致しない場合があります。

l トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、違法改造になることがあり
ます。

l 車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因となったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

また、このような改造は Toyota 
Safety Sense のような先進安全装備に
も影響を与え、正しく作動しない危険や
作動すべきでない場面での作動をするお
それがあり危険です。

l ハンドルの改造は絶対にしない

でください。ハンドルにはSRS 
エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

l 次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、違
法改造になることがあります。
･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。
RF送信機の取り付けについては、P.7
も参照してください。

l フロントウインドウガラス、お
よび運転席・助手席のドアガラ
スに着色フィルム（含む透明
フィルム）などを貼り付けない
でください。視界をさまたげる
ばかりでなく、違法改造につな
がるおそれがあります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー
攻撃のリスクを高め、思わぬ事故
や個人情報の流出などにつながる
おそれがあります。
トヨタ純正品以外を取り付けたこ
とに起因する問題に関してトヨタ
は保障いたしません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

違法改造について

サイバー攻撃のリスクについて



6

故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

お車には、車両の制御や操作に関
するデータなどを記録するコン
ピューターが複数装備されており、
主に次のようなデータを記録しま
す。
･ エンジン回転数
･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像情報
車両には複数のカメラがついています。
どのカメラが画像を記録しているかは、
トヨタ販売店にお問い合わせください。

グレード・オプション装備により
記録されるデータ項目は異なりま
す。

なお、コンピューターは会話など
の音声や車内の映像は記録しませ
ん。
l データの取扱いについて
トヨタはコンピューターに記録さ
れたデータを車両の故障診断・研
究開発・品質の向上を目的に取
得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、トヨタは
取得したデータを第三者へ開示ま
たは提供することはありません。
･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合
･ トヨタが訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合
･ 記録した画像情報はトヨタ販売店にて
消去することが可能です。また、画像
情報を記録する機能を停止することも
可能です。ただし、機能を停止すると
システム作動時のデータは残りません。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR) が装備されています。
EDR は、一定の衝突や衝突に近い
状態（SRS エアバッグの作動およ
び路上障害物との接触など）が発
生した時に車両システムの作動状
況に関するデータを記録します。
EDR は車両の動きや安全システム
に関するデータを短時間記録する
ように作られています。ただし、
衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり
ます。

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両の制御データ・操作データ
の記録について

A

イベントデータレコーダー
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EDR は次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が
発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDR は衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータとEDR 
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDR で記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両またはEDR へ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両またはEDR 
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
l EDR データの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDR で記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを

調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF 送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
l EFI コンピュータ
l Toyota Safety Sense
l ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

l SRSエアバッグ
悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

保証および点検整備については、
別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

下記サイトより取扱説明書（デジ
タル配信）をご確認いただけます。
ご購入いただきましたアクセサ

RF 送信機の取り付けについて

保証および点検について

アクセサリーパーツ・用品につ
いて
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リーパーツの取扱説明書をご使用
前にお読みいただき、記載された
内容に従って正しくお使いくださ
い。商品の使用方法や安全にお使
いいただく上での注意点を記載し
ております。なお、デジタル配信
により印刷や輸送にともなうCO2 
排出量の低減が見込まれます。持
続可能な社会を構築するためにト
ヨタはこれからも取扱説明書のあ
り方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲
載サイト：
お持ちのスマートフォンやタブ
レット、携帯電話等にてQR コー
ドを読み取りいただくか、URL よ
り閲覧してください。
URL:https://manual-accessori
es.toyota/CAWeb/index.html

なお、紙面で必要な場合はサイト
より印刷いただくか、トヨタ販売
店にご相談ください｡

QRコードは（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。

QRコードについて
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：
お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：
お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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n 名称から探す
l五十音順さくいん：P.254
lアルファベット順さくいん：P.253

n 取り付け位置から探す
lイラスト目次：P.11

n 症状や音から探す
lこんなときは（症状別さくい
ん）：P.250

l車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）：P.252

n タイトルから探す
l目次：P.2

検索のしかた
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてくだ
さい。
固定フック（クリップ）の形状は
イラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n運転席にフロアマットを敷くとき

lトヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

l運転席専用のフロアマットを使用す
る

l固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

l他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

lフロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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まっすぐ座り、運転操作時に体
が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（P.65）

ペダルがしっかりと踏み込め、
ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（P.65）

ヘッドレストの中央が耳のいち
ばん上のあたりになるようにす
る（P.69）

シートベルトを正しく着用する
（P.24）

警告
n運転する前に

lフロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

lエンジン停止およびシフトレバーが
Pの状態で、各ペダルを奥まで踏み
込み、フロアマットと干渉しないこ
とを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢をとるには

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（P.24）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用意
ください。（P.31）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー・ドアミラーを正
しく調整してください。（P.72, 
73）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

l背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

lフロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

l公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

l他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

l飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

l運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

l長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けたり、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nシートベルトの着用について

l全員がシートベルトを着用する

lシートベルトを正しく着用する

lシートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

lお子さまはリヤシートに座らせて
シートベルトを着用させる

l背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

l肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

l腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

n妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください（P.24）通常
の着用のしかたと同じように、腰部ベ
ルトが腰骨のできるだけ低い位置にか
かるようにお腹のふくらみの下に、肩
部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふ
くらみを避けて胸部にかかるように着
用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

n疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

nお子さまを乗せるとき

P.30
nシートベルトの損傷・故障について

lベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

lシートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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l 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

l 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

l 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

l ねじれがないようにする

知識
nお子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

lシートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使

用してください。（P.31）

lシートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（P.23）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識
nシートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

警告
lプレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

lもし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A
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n SRS エアバッグの配置

フロントSRS エアバッグ

知識
nSRS エアバッグが作動すると

lSRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

l作動音と共に白いガスが発生します。

lエアバッグ構成部品（ハンドルのハブ・
エアバッグカバー・インフレーター）
も数分間熱くなることがあります。エ
アバッグそのものも熱くなります。

lフロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

nSRS エアバッグが作動するとき

lフロントSRS エアバッグは、衝撃の強
さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、車速約20 ～ 30km/h で
正面衝突した場合の衝撃の強さに相当
する値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグ
が作動する車速は設定値より高くなり
ます。
･ 駐車している車や標識のような衝撃に

 SRS エアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRS エアバッグシステム

A
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よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

n衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも作動する場合があります。

l縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

l深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

lジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

nSRS エアバッグが作動しないとき

フロントSRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転、または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速を
十分に引き起こす場合には、フロント
SRS エアバッグが作動することがありま
す。

l側面からの衝突

l後方からの衝突

l横転

nトヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

lいずれかのSRS エアバッグがふくらん
だとき

lフロントSRSエアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

lハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席SRS エアバッグ付近が傷付
いたり、ひび割れたり、その他の損傷
を受けたとき

警告
nSRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。
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警告
l助手席SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員がSRS エ
アバッグのふくらむ場所に近い場合
は特に危険です。シートの背もたれ
を調整して、シートをできるだけ
SRS エアバッグから離し、まっすぐ
に座ってください。

lお子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。
お子さまはリヤシートに乗せ、チャ
イルドシートまたはシートベルトを
着用させることをおすすめします。
（P.30）

lシートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

lお子さまを助手席SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

l運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

lダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

lSRS エアバッグシステム構成部品の
周辺は、強くたたくなど過度の力を
加えないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

lSRS エアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

lSRS エアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アやドアガラスを開けて空気を入れ
るか、安全を確認して車外に出てく
ださい。皮膚の炎症を防ぐため、残
留物はできるだけ早く洗い流してく
ださい。
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警告
lSRS エアバッグが収納されている
パッド部に傷が付いていたり、ひび
割れがあるときは、そのまま使用せ
ず、トヨタ販売店で交換してくださ
い。

n改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lSRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

lハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード周辺の修理・取
りはずし・改造

lフロントフェンダー・フロントバン
パーの修理・改造

lグリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウインチ
などの取り付け

lサスペンションの改造

lCDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

n走行中の留意事項

バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で排
気ガス臭がするときは、ドアガラスを
開けて空気を入れかえ、すみやかにト
ヨタ販売店で点検整備を受けてくださ
い。

n駐車するとき

l車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

l長時間エンジンが作動したままにし
ないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

l降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンが作動したままにしないでく
ださい。まわりに積もった雪で排気
ガスが滞留して、車内に侵入するお
それがあります。
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警告
n排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
（P.149の注意も併せて参照してくだ
さい）
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。

l お子さまにも必ずシートベル
トを着用させてください。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、適切なチャイルド
シートをご用意ください。
（P.31）

l 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。

l 走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作した
りしないように、チャイルド
プロテクター（P.61）・ウ
インドウロックスイッチ
（P.75）をご使用ください。

l 小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・
バックドアやシートなど、体
を挟まれるおそれがある装備
類を操作させないでください。

警告
nお子さまを乗せるときは

lお子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

l車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（P.31）
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知っておいていただきたいこと：
P.31
チャイルドシートを使用するとき
は：P.32
シート位置別チャイルドシートの
適合性について：P.34
チャイルドシートの取り付け方
法：P.37
･ シートベルトで固定する：P.38
･ ISOFIX ロアアンカレッジで固
定する：P.40

･ トップテザーアンカレッジを使
用する：P.41

l チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。

l お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。

l お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。

l すべてのチャイルドシートがす
べての車両に適合するわけでは
ありません。チャイルドシート
の使用・購入の際は、あらかじ
め取り付けるシート位置との適
合性を確認してください。
（P.34）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。

シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてください。
取り付け方法は、商品に付属の
取り扱い説明書に必ず従ってく
ださい。

目次

知っておいていただきたいこと

警告
nお子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。

lトヨタでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

lお子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。
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n 助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

お子さまの安全のために、チャイ
ルドシートはリヤシートに取り付
けてください。

警告
nチャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

l事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

lチャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（P.34）。本書のチャイルドシー
ト固定方法およびチャイルドシート
に付属の取り扱い説明書をよくお読
みの上、確実に取り付け、使用方法
をお守りください。

lチャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

lチャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、ラゲージルーム内に容易に
動かないように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは

警告
nチャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lやむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席SRSエアバッグが
ふくらんだとき、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。
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警告

警告
lチャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・サイドピラー・リヤピラー・
ルーフサイドレール付近にお子さま
の頭や体のどの部分も、もたれかけ
ないようにしてください。SRSエア
バッグがふくらんだ場合、大変危険
であり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

lお子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。

l運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ
シートに取り付けてください。

l助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

lリヤシートの中央席にチャイルド
シートを取り付けるときは、リヤ
シートの位置と背もたれの角度をあ
わせてください。リヤシートの位置
や背もたれも角度が違うとチャイル
ドシートを正しく取り付けられず、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
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n シート位置別チャイルドシート
の適合性について

シート位置別チャイルドシートの
適合性（P.35）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付
け可能な座席位置を記号で表して
います。また、お子さまに合った
推奨チャイルドシートについても
選択することができます。
次に記載されている、「シート位置
別チャイルドシートの適合性を確
認する前に」も併せて確認してく
ださい。
n シート位置別チャイルドシート
の適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認
する
UN（ECE）R44※1に適合し
たチャイルドシートを使用して
ください。
適合したチャイルドシートに
は、次の認可マークが表示され
ています。
チャイルドシートに付いている
認可マークを確認してくださ
い。

法規番号の表示例

UN（ECE）R44認可マーク※2
対象となるお子さまの体重の範囲
が記載されています。

2 チャイルドシートのカテゴリー
を確認する
チャイルドシートのカテゴリー
が次のどのカテゴリーに該当す
るのか、チャイルドシートの認
可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイル
ドシートに付属の取扱説明書を
確認いただくか、または販売業
者へ確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎
用）」

･ セミユニバーサル
「semi-universal（準汎用）」
･ リストリクティッド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

※1UN（ECE）R44は、チャイルド
シートに関する国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について
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n シート位置別チャイルドシート
の適合性

※1背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※2ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※1, 2

※1, 2

※1, 2

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。

ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

チャイルドシートの取り付けに
適していません。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。
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n チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ
ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式が搭
載可能な着座位置（有／無）

有 有 有

アイサイズ着座位置（有／無） 無 無 無

搭載可能な横向きチャイルドシート
の治具（L1／ L2）

  

搭載可能なうしろ向きチャイルド
シートの治具（R1／ R2X／ R2／
R3）

R1  R1

搭載可能な前向きチャイルドシート
の治具（F2X／ F2／ F3）

F2X, F2, F3  F2X, F2, F3

搭載可能なジュニアシートの治具
（B2／ B3）

B2, B3  B2, B3

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート
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チャイルドシートの隣の席を使用
するときは、肩部ベルトが確実に
肩を通り、腰部ベルトが腰骨ので
きるだけ低い位置に密着すること
を確認してください。チャイルド
シートの隣の席に座ったときに、
チャイルドシートの種類によって
は、乗員の体またはシートベルト
がチャイルドシートと干渉するた
めシートベルトが正しく着用でき
ず、十分な効果を発揮できない場
合があります。その場合は、他の
席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
l リヤシートにチャイルドシート
を取り付けるときは、お子様や
チャイルドシートがフロント
シートと干渉しないようにフロ

ントシートを調整してください。
l サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート
ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してください。

l ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル
ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取り
扱い説明書を確認してください。

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

治具 使用の向き・形状・大きさ

チャイルドシートの取り付け方法
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n シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取り扱
い説明書に従ってチャイルドシー
トを取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート

メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.34, 35）
1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席シートを正しく調整してく
ださい。（P.32）

2 背もたれを可能な限り起こす
前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：背もたれとチャイルドシートのあ

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.38

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.40

テザーベルトを固定する P.41

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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いだにすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

3 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（P.69）
4 チャイルドシートにシートベル
トを取り付け、プレートをバッ
クルに“カチッ”と音がする
まで挿し込む。ベルトがねじれ
ていないようにする

チャイルドシートに付属の取り扱い説明
書に従い、シートベルトをチャイルド
シートにしっかりと固定させてください。

5 チャイルドシートにシートベル
トの固定装置が備わっていない
場合は、ロッキングクリップ
（別売）を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
トヨタ販売店にご相談ください。（ロッキ

ングクリップ品番：73119-22010）

6 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認し
てください。（P.40）

n チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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n ISOFIXロアアンカレッジについ
て

この車はリヤシート外側席に
ISOFIX ロアアンカレッジが装備さ
れています。（ロアアンカレッジが
装備されていることを示すタグが
シートに付いています）

n ISOFIXロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取り扱
い説明書に従ってチャイルドシー
トを取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（P.34, 35）
1 背もたれを可能な限り起こす
前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：背もたれとチャイルドシートのあ
いだにすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

2 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（P.69）
3 チャイルドシートをシートに取
り付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。

警告
lお子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

lシートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

lチャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

lジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

l必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取り扱い説明書に従って
ください。

4 取り付けたチャイルドシートを
前後左右にゆすり、固定されて
いることを確認する（P.40）

n トップテザーアンカレッジにつ
いて

この車はリヤシート外側席にトッ
プテザーアンカレッジが装備され
ています。
テザーベルトを固定するときに使
います。

テザーベルト

トップテザーアンカレッジ

n テザーベルトをトップテザーア
ンカレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取り扱
い説明書に従ってチャイルドシー
トを取り付けてください。
1 ヘッドレストを上げる
ヘッドレストとチャイルドシートまたは
テザーベルトが干渉してチャイルドシー
トが正しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてください。
（P.69）

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

l ISOFIXロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

l必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B
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2 フタを開けて、トップテザーア
ンカレッジにフックを固定し、
テザーベルトを締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（P.40）
ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ
さい。

テザーベルト

フック

警告
nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lテザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

A

B

lテザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外にかけないでください。

lチャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

l必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。

lヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカレッジに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。

注意
nトップテザーアンカーについて

使用しないときはフタを確実に閉めて
ください。開けたままにしておくとフ
タが破損するおそれがあります。
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1-3. 盗難防止装置

キーをエンジンスイッチから抜く
と、システムの作動を知らせるた
めにインジケーターが点滅します。
登録されたマスターキー、またはサブ
キーをエンジンスイッチに挿し込むとシ
ステムが解除され、インジケーターが消
灯します。

知識
nメンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

nシステムが正常に作動しないとき

lキーが金属製のものに接したり、覆わ
れているとき

lキーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではエンジンを始動できま
せん。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
nエンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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2-1. 計器の見方

実際の表示内容は、イラストと異なる場合があります。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーターの警告灯／表示灯でお車の状況をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

ブレーキ警告灯※1

（P.213）

充電警告灯※2

（P.213）

油圧警告灯※2

（P.213）

高水温警告灯※2

（P.214）

エンジン警告灯※1

（P.214）

SRSエアバッグ警告灯
※1（P.214）

ABS＆ブレーキアシスト
警告灯※1（P.214）

ペダル誤操作警告灯※2

（P.217）

（点滅または点灯）

PCS 警告灯※1

（P.215）

（橙色）

LDA 表示灯※2

（P.215）

スリップ表示灯※1

（P.215）

（点滅または点灯）

フロントデフロック作動
表示灯（P.215）

（点滅または点灯）

リヤデフロック作動表示
灯（P.216）

パーキングブレーキ表示
灯（P.216）
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※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンをかけると消灯します。点灯し
ない場合や点灯したままのときはシス
テム異常のおそれがあります。トヨタ
販売店で点検を受けてください。

※2マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

システムの作動状況を表示します。

燃料残量警告灯
（P.216）

AdBlue® 残量警告灯
（P.216）
運転席・助手席シートベ
ルト非着用警告灯
（P.216）

半ドア警告灯（P.217）

オートマチックトランス
ミッションパーキング警告
灯（P.217）

警告
n安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABSや SRS エアバッグなどの安全装
置の警告灯が、エンジンスイッチを
ONにしても点灯しない場合や点灯し
たままの場合は、事故にあったときに
正しく作動せず、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（P.94）

尾灯表示灯（P.97）

ハイビーム表示灯（P.99,  
101）

オートマチックハイビーム表
示灯（P.100）

フロントフォグランプ表示灯
（P.102）

PCS警告灯※1, 2

（P.115）

LDA 表示灯※3（P.122）

クルーズコントロール表示灯
※3（P.127）

クルーズコントロールセット
表示灯※3（P.127）

予熱表示灯※1（P.89）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（P.152）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（P.153）
ダウンヒルアシストコント
ロールシステム表示灯※1

（P.146）
4WD 作動表示灯
（P.141）
フロントデフロック作動表示
灯（P.145）
リヤデフロック作動表示灯
（P.145）

パーキングブレーキ表示灯
（P.95）

セキュリティ表示灯
（P.43）

低温表示灯※4（P.50）



48 2-1. 計器の見方

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンを始動すると消灯します。点灯
しない場合や点灯したままのときはシ
ステム異常のおそれがあります。トヨ
タ販売店で点検を受けてください。

※2システムがOFFのときに点灯します。
※3マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

※4外気温が約3℃以下のとき、10回点
滅後に点灯します。

2nd STRT表示灯（P.93）

PWR／HAUL表示灯
（P.93）
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n 計器類の位置

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

シフトポジション・ギヤ段表示
選択されているシフトポジションまたはギヤ段を表示します。（P.91）

外気温（P.50）

マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関するさまざまな情報を表示します。（P.52）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（P.218）

オドメーター／トリップメーター／メーター照度調整（P.51）
オドメーター：
走行した総距離を表示します。
トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップA／トリップB の
2種類で使い分けることができます。
メーター照度調整：
メーター照度が調整できます。

表示切りかえボタン（P.51）

計器類

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F

G
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油圧計
エンジンオイルの圧力を示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約7.2L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

電圧計
バッテリーの充電状態を示します。

知識
nメーター・ディスプレイの作動条件

エンジンスイッチが“ON”のとき

n燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。
少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 表示切りかえボタン（P.51）を押
してオドメーター／トリップメーター
の表示をオドメーター表示に切りかえ
る

3 エンジンスイッチをOFF にする
4 表示切りかえボタンを押したまま、エ
ンジンスイッチをON にする

5 そのまま約5秒間、表示切りかえボ
タンを押し続け、オドメーターが点滅
を開始したら手をはなす

オドメーターが約5秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

n外気温度表示について

l外気温度を－ 40 ℃～ 50 ℃のあいだ
で表示します。

l外気温度が約3 ℃以下のときは、外気

温表示の横に が点滅し、そのあと点

灯します。

l次の場合は、正しい外気温度が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。
･ 停車しているときや、低速走行（約
25km/h 以下）のとき
･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

l“--”が表示されたときは、システム異
常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

n液晶ディスプレイについて

P.52

H

I

J

K
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n 表示の切りかえ
表示を切りかえるには、表示切り
かえボタンを押します。
ボタンを押すごとに表示される項目が切
りかわります。

n 表示項目
l オドメーター
走行した総距離を表示します。

l トリップメーターA／トリップ
メーターB

リセットしてからの走行距離を表示しま
す。トリップA・トリップBの2種類
で使い分けることができます。

リセットするには、リセットしたい方の
トリップメーターを表示中に表示切りか

警告
n低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
nエンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

lタコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

l水温計の針がHのレッドゾーンに
入ったときや、マルチインフォメー
ションディスプレイに“エンジン冷
却水高温　安全な場所に停車して取
扱書を確認してください”が表示さ
れたときは、オーバーヒートのおそ
れがあるため、ただちに安全な場所
に停車してください。完全に冷えた
あと、エンジンを確認してください。
（P.234）

n電圧計について

エンジン回転中に電圧計が19V 以上、
または9V 以下を示すときは、バッテ
リーや充電系統の異常が考えられます
のでトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

n油圧計について

エンジン回転中に油圧計の値が低下し
たときは、ただちに安全な場所に停車
し、エンジンオイル量を点検してくだ
さい。点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。

エンジンオイルが減っていないのに油
圧が低下する、またはオイルを補給し
ても油圧が上昇しないときは、潤滑系
統の異常が考えられるため、トヨタ販
売店にご連絡ください。

オドメーター／トリップメー
ターディスプレイ
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えボタンを長押しします。

l メーターの照度調整
メーターの明るさを表示します。

明るさを調整するには、メーター照度調
整表示中に表示切りかえボタンを長押し
します。

n ディスプレイの表示

RSA（ロードサインアシスト）
表示

RSA（ロードサインアシスト）が作動し
ているとき、認識した標識を表示します。
（P.136）

表示灯（P.46）

コンテンツ表示エリア
メニューアイコンを選択し、走行に関す
るさまざまな情報を表示したり、車両設
定を変更することができます。
また、状況に応じて注意喚起やアドバイ
スなどを割り込み表示します。

n メニューアイコン

メーター操作スイッチの または

を押すとメニューアイコンが表
示されます。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧

ドライブインフォメーショ
ン（P.53）

車両情報表示（P.54）

A

B

C
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知識
n液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

／ ：メニューの切りかえ

／ ：表示項目の切りか
え・ページ送り・カーソル移動
短押し：決定
長押し：リセット／詳細項目表
示
ひとつ前の画面にもどる

燃費に関するさまざまな情報を表
示します。
n 瞬間燃費／リセット間平均燃費

瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費
リセットしてからの平均燃費を表示しま
す。※1,2

※1表示される平均燃費は、参考として利
用してください。

※2リセットするには、平均燃費の表示中

にメーター操作スイッチの を押し

続けます。

走行支援機能情報表示
（P.54）

警告メッセージ（P.54）

設定（P.54）

警告
n運転中の使用について

lマルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

lマルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

n低温時の画面表示について

P.50

表示を切りかえるには

ドライブインフォメーション表
示について

A

B

C

A

B
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n 航続可能距離／始動後走行時間

航続可能距離
現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を表示します。（P.50）

始動後走行時間
エンジン始動後の経過時間を表示します。

n 車速表示

車速表示
現在の車速を表示します。

n ブランク表示（画面OFF）
ドライブインフォメーションが非
表示になります。

知識
n航続可能距離について

l運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、

実際に走行できる距離とは異なります。

l燃料給油量が少量（約7.2L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示と共に更
新することができます。（P.50）

l“給油してください”と表示されたと
きは、燃料残量が少ないため、航続可
能距離の計算ができません。その場合
は、すみやかに給油してください。

n  AdBlue® 残量表示

AdBlue® 残量を表示します。
（P.185）

n 走行支援システム連携表示
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
l LDA（レーンディパーチャーア
ラート）（P.122）

l RSA （ロードサインアシスト）
（P.136）

車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表
示します。（P.218）

n 変更できる項目（メーター表示）
次の設定を変更することができま
す。

A

B

A

車両情報表示画面について

走行支援機能情報表示画面につ
いて

警告メッセージ表示画面につい
て

設定画面について
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l 言語
表示される言語を選択することができま
す。

l 単位
燃費単位を選択することができます。

l カラー
マルチインフォメーションディスプレイ
内の色などを選択することができます。

l 初期化
メーターの表示設定をもとにもどすこと
ができます。

n 変更できる項目（機能の切りか
え・車両設定）

P.245

知識
n設定画面の操作について

l一部の項目を除き、車両走行中は設定
画面を操作することができません。設
定を変更するときは、安全な場所に停
車して操作してください。

l警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

l車両に装着されていない機能の設定項
目は表示されません。

l設定変更の対象となる機能がOFF に
なっているときは、関連する設定項目
も選択不可になります。

警告
nディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。



56 2-1. 計器の見方



3
57

3

運
転
す
る
前
に

運転する前に

3-1. キー
キー................................................58

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた
ドア（フロントドア・リヤドア）
.....................................................60

バックドア....................................62

3-3. シートの調整
フロントシート ............................65

リヤシート....................................66

ヘッドレスト................................69

3-4. ハンドル位置・ミラー
ハンドル........................................71

インナーミラー ............................72

ドアミラー....................................73

補助確認装置................................74

3-5. ドアガラスの開閉
パワーウインドウ ........................75

リヤクォーターガラス.................77



58 3-1. キー

3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。
キーには信号発信機が内蔵されて
います。

マスターキー (黒色２枚）

サブキー（灰色）

キーナンバープレート

知識
n駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じて、グローブボックスを施錠
（P.170）します。マスターキーとサブ
キーを一緒に携帯しているときは、サブ
キーのみを渡してください。

nキーを紛失したとき

P.231

ワイヤレスリモコンを使ってドア
の施錠 /解錠ができます。

ドアの施錠（P.60）

ドアの解錠（P.60）

知識
n航空機に乗るとき

航空機にワイヤレスリモコンを持ち込む
場合は、航空機内でワイヤレスリモコン
のスイッチを押さないでください。また、
かばんなどに保管する場合でも、簡単に
スイッチが押されないように保管してく
ださい。スイッチが押されると電波が発
信され、航空機の運行に支障をおよぼす
おそれがあります。

n機能が正常に働かないおそれのある状
況

次のような場合、ワイヤレス機能が正常
に働かないおそれがあります。

･ ワイヤレスリモコンの電池が消耗して
いるとき

･ 近くにテレビ塔や発電所、ガソリンス
タンド、放送局、大型ディスプレイ、
空港など、強い電波やノイズを発生す
る設備があるとき

･ 無線機や携帯電話、コードレス式電話
などの無線通信機器が近くにあるとき

･ ワイヤレスリモコンが金属製のものに
接したり覆われたりしているとき

･ 近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

･ リアガラスに金属を含むフィルムなど

 キー

キーの種類

ワイヤレスリモコンについて

A

B

C

A

B
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が貼ってあるとき

n電池の消耗について

l電池の標準的な寿命は1～ 2 年です。

lワイヤレスリモコンを使用しなくても
電池は消耗します。
次のような状態になったときは、電池
が消耗している可能性があります。新
しい電池に交換してください。

･ ワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった

l電池はお客様自身で交換することがで
きます（P.194）が、交換の際にワ
イヤレスリモコンが破損するおそれが
あるため、トヨタ販売店での交換をお
すすめします。

n電池の交換方法

P.194

n電子キーの取り扱いについて

注意
nキーの故障を防ぐために

l落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

l湿度の高いところに長時間放置しな
い

lぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

lキーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

l分解しない

lキー表面にシールなどを貼らない

lテレビやオーディオ、電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

l電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身に付けたまま治療を受けない

nキー取り扱いの注意

キーは電波法の認証に適合しています。
必ず次のことをお守りください。

l電池交換時以外は、不用意に分解し
ないでください。分解・改造したも
のを使用することは法律で禁止され
ています。

l必ず日本国内でご使用ください。

nキーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは 
10cm 以上離して携帯してください。 
10cm 以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

nキーを紛失したとき

P.231
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

n ワイヤレスリモコンを使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

2 全ドアを解錠する
n キーを使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

2 全ドアを解錠する

知識
n作動の合図（ワイヤレスリモコン）

ドアの施錠・解錠を、非常点滅灯の点滅
で知らせます。（施錠は1 回、解錠は2 
回）

n解錠操作のセキュリティ機能

ワイヤレスリモコンでの解錠操作後、約 
30 秒以内にドアを開けなかったときは、
盗難防止のため自動的に施錠されます。

nワイヤレスリモコンが正常に作動しな
いとき

lキーを使ってドアの施錠・解錠ができ
ます。 

l電池が消耗しているときは、電池を交
換してください。P.194

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

車外から解錠／施錠するには

警告
n事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

lすべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

l走行中はドア内側のドアレバーを引
かない

lお子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

nドアを開閉するときの留意事項

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。
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n ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する
n ロックボタンを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する

知識
nキーを使わずに外側からフロント席を
施錠するとき

1 ドアハンドルを引いてドアを閉める
2 ロックボタンを押して施錠する

施錠側にすると、リヤ席ドアが車
内から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

知識
nチャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引
くと開きます。万一、車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車
外のドアハンドルを引いてください。

車内から解錠／施錠するには

チャイルドプロテクター
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バックドア

バックドアは次の方法で施錠・
解錠および開閉することができ
ます。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n走行する前に

l走行前にバックドアが閉まっている
ことを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

lラゲージルームでお子さまを遊ばせ
ないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
などを引き起こすおそれがあります。

lお子さまにはバックドアの開閉操作
をさせないでください。
不意にバックドアが開いたり、閉め
るときに手・頭・首などを挟んだり
するおそれがあります。

n走行中の留意事項

l走行中はバックドアを開けないでく
ださい。
開けたまま走行すると、バックドア
が車外のものにあたったり荷物が投
げ出されたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

lラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや
衝突したときなどに、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

nバックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

lバックドアを開閉するときは、十分
に周囲の安全を確かめてください。

l人がいるときは、安全を確認し、動
かすことを知らせる「声かけ」をし
てください。

l強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。

l半開状態で使用すると、バックドア
が突然閉じて重大な傷害を受けるお
それがあります。
特に傾斜した場所では、平坦な場所
よりもバックドアの開閉がしにくく、
急にバックドアが開いたり閉じたり
するおそれがあります。必ずバック
ドアが全開で静止していることを確
認して使用してください。
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n ワイヤレスリモコンを使用する
P.58
n キーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

知識
n作動の合図

P.60

n解錠操作のセキュリティ機能

P.60

n ドアロックスイッチを使用する
P.61
n ロックボタンを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

n 外側から開ける

1 助手席側ドアを開ける

警告
lバックドアを閉めるときは、指など
を挟まないよう十分注意してくださ
い。

lバックドアは必ず外から軽く押して
閉めてください。ドア開口部もった
ままバックドアを閉めると、手や腕
を挟むおそれがあります。

nバックドアを開けて駐停車するとき
は

車両後方に停止表示板、または停止表
示灯を置いてください。バックドアが
開いていると、非常点滅灯などが見え
なくなる場合があるため、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 車外から解錠／施錠するには

車内から解錠／施錠するには

バックドアを開閉するには
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2 運転席側ドアを開ける
レバーを手前に引いて開けます。

n 内側から開ける

1 助手席側ドアを開ける
レバーを引きます。

2 運転席側ドアを開ける
レバーを外側に倒して開けます。

n 外側から閉める

1 運転席側ドアを閉める
2 助手席側ドアを閉める
n 内側から閉める

1 運転席側ドアを閉める

2 ドアハンドル を持って助手席
側ドアを閉める

A
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3-3. シートの調整

前後位置調整

リクライニング調整

知識
nシートを調整するときは

l周囲の人やものがシートに挟まれない
よう注意してください。

フロントシート

レバー操作により、シートの前
後などの調整ができます。正し
い運転姿勢がとれるよう調整し
てください。（P.21）

警告
nシートを調整するとき

l同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

lシートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

l足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

lシート調整後はシートがきちんと固
定されていることを確認してくださ
い。

nリクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり、肩部ベ
ルトが首にかかるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

調整するには

A

B
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1 ヘッドレスト（中央席）を上げ
る

2 レバーをひいて、背もたれを調
整する

n 折りたたみ
1 リヤシートヘッドレスト（中央
席）を取り外す (P.70)

2 フロントシートをいちばん前ま
でスライドさせる

3 バックルを格納し、ヘッドレス
トをいちばん下まで下げる

中央席のバックルは、バンドで固定して
ください。

4 レバーを引く
背もたれが前に倒れ、シートがはね上が
ります。

リヤシート

レバー操作により、リクライニ
ングの調整や背もたれを倒すこ
とができます。

調整するには

リヤシートの折りたたみ
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5 カバーを開け、アシストグリッ
プにフックをかけ、シートが動
かなくなるよう固定する

6 カバーを閉める
7 フロントシートの位置をもとに
もどす

n もとにもどすときは
1 カバーを開け、アシストグリッ
プからフックを取り外す

アシストグリップから取り外しにくいと
きは、ベルトを緩めてください。

2 フックとタンブルバンドを格納
し、カバーを閉める

3 シートをもとにもどす
ロックされる位置までシートを押してく
ださい。

4 背もたれをおこす
ロックされる位置まで背もたれをおこし
てください。
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5 リヤシートヘッドレスト（中央
席）を取り付ける (P.70)

警告
nリヤシートを操作するときは

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l走行中にリヤシートを操作しない

l平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーをPにす
る

lお子さまがラゲージルームに入らな
いよう注意する

lリヤシートを格納した状態で、ラ
ゲージルームに人を乗せて走行しな
い

l操作中は、可動部や結合部に手足を
挟まないように注意する

lお子さまに操作させない

lシートをもとにもどしたあとは、
シートを軽くゆさぶり確実に固定さ
れていることを確認する

l中央席に座るときは、リクライニン
グ角度を左右のシートで同じにして
ください

lシートをもとにもどすときは、シー
ト脚部と床面ロック部のあいだに手
や足を近付けないでください

nリヤシートを格納したときは

走行するときは、助手席側のリヤシー
トを格納した状態で中央席に座らない
でください。
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3-3. シートの調整
運
転
す
る
前
に

n フロントシート・リヤシート
（外側席）

1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

n リヤシート（中央席）

1 上げる
2 下げる
下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

知識
nヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

nリヤシートについて

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

n フロントシート・リヤシート
（外側席）
解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げます。
ヘッドレストが天井にあたって取りはず
しにくいときは、シートの角度をかえて
ください。 (P.65, 66)

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシート
に装備されています。

警告
nヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

lヘッドレストを正しい位置に調整す
る

lヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

lヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

A

ヘッドレストを取りはずすには

A

A
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n リヤシート（中央席）

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げます。

n フロントシート・リヤシート
（外側席）
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン を

押しながら操作してください。

n リヤシート（中央席）
ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げて
ください。

さらに下げるときは、解除ボタン を

押しながら操作してください。

ヘッドレストを取り付けるには

A

A

A
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運
転
す
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3-4. ハンドル位置・ミラー

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハン
ドルを固定してください。

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた 

警告
n走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

nハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていること
を確認してください。
固定が不十分だとハンドルの位置が突
然かわり、思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

ホーン（警音器）を使うには



72 3-4. ハンドル位置・ミラー

運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。インナーミラー本体を持っ
て、上下方向に調整する

後続車のヘッドランプのまぶしさ
に応じて反射光を自動的に減少さ
せます。
自動防眩機能の切りかえ
ON ／ OFF
ONのときはインジケーターが点灯しま
す。エンジンスイッチを“ON”にした
ときは、ミラーは常に自動防眩機能が
ONになっています。ボタンを押すと

OFFになりインジケーター が消灯し

ます。

知識
nセンサーの誤作動防止（自動防眩ミ
ラー装着車）

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたり、センサーを覆ったりしない
でください。

インナーミラー

後方を十分に確認できるように
ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整のしかた

警告
n走行中の留意事項

運転中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意
nインナーミラーの故障や誤作動を防
ぐために

lミラー本体の取り外し・分解・改造
はしないでください。

l表面をふくときは、強くこすらない
でください。強くこすると、ミラー
表面が傷ついて車両後方の状態が見
えにくくなることがあります。

lハーネスやコネクタ接続部分にアク
セサリーなどのものを掛けないでく
ださい。

防眩機能

A
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3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

知識
n寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチを押す

助手席側

運転席側
2 ミラーの鏡面を調整するには、
スイッチを操作する

上

右

下

左

知識
n鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチが“ACC”また
は、“ON”のとき

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
n走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

lミラーの調整をしない

lミラーを格納したまま走らない

必ず、運転席側および助手席側のミ
ラーをもとの位置にもどして、正しく
調整する

調整するには

A

B

A

B

C

D
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手で押して格納します

突起とマークの位置を合わせて、
ミラーの位置をもどします。

ドアミラーを格納するには  補助確認装置

発進時またはごく低速時に、車
両前面と助手席側車両側面を確
認するときに役立ちます。

ミラーが動いてしまったときは

注意
n補助確認装置について

l補助確認装置の鏡面部に汚れが付着
しているときは、やわらかい布など
を使用して汚れをふき取ってくださ
い。

l車両直前・直左部や後方の確認は、
直接確認するかインナーミラー・ド
アミラーなども併用し十分注意して
行ってください。
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3-5. ドアガラスの開閉
運
転
す
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを
開閉できます。

1 閉める
2 開ける
3 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識
n作動条件

エンジンスイッチが“ON”のとき

お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。
スイッチを押すと、運転席以外の
ドアガラスが非作動になります。

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nドアガラスを開閉するとき

l運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（P.75）

lドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないように声かけをしてください。

l車から離れるときはエンジンスイッ
チを“LOCK”にし、キーを携帯し
てお子さまも一緒に車から離れてく
ださい。いたずらなどによる誤った
操作により、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）
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知識
n作動条件

エンジンスイッチが“ON”のとき



77

3

3-5. ドアガラスの開閉
運
転
す
る
前
に

1 レバーを引いてロックをはずす
2 レバーを外側に押してガラスを
開ける

操作後は、ガラスが確実に固定されたこ
とを確認してください。

知識
n開閉時のレバー操作について

レバーを操作する際に指を挟まないよう
注意してください。

リヤクォーターガラス

リヤクォーターガラスを開けるには

警告
nリヤクォーターガラスを開閉すると
きは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lリヤクォーターガラスを開閉すると
きは、乗員の手・腕・頭・首などを
挟んだり巻き込んだりしないように
してください。特にお子さまへは手
などを出さないよう声かけをしてく
ださい。

lお子さまには、リヤクォーターガラ
スの操作をさせないでください。リ
ヤクォーターガラスに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。



78 3-5. ドアガラスの開閉



4
79

4

運
転

運転

4-1. 運転にあたって
運転にあたって ............................80

荷物を積むときの注意.................86

ステップバンパー ........................87

4-2. 運転のしかた
エンジン（イグニッション）スイッ
チ.................................................89

オートマチックトランスミッション
.....................................................91

方向指示レバー ............................94

パーキングブレーキ.....................95

4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの
使い方
ランプスイッチ ............................97

AHB（オートマチックハイビーム）
..................................................100

フロントフォグランプスイッチ
..................................................102

ワイパー＆ウォッシャー（フロン
ト）............................................103

ワイパー＆ウォッシャー（リヤ）
..................................................104

4-4. 給油のしかた
給油口の開け方 .........................106

4-5. 運転支援装置について
Toyota Safety Sense ..........108

PCS（プリクラッシュセーフティ）
..................................................113

LDA（レーンディパーチャーアラー
ト）............................................122

クルーズコントロール..............127

バックモニター .........................130

RSA（ロードサインアシスト）
..................................................136

先行車発進告知機能..................139

4WDシステム ..........................141

デフロック..................................145

ダウンヒルアシストコントロールシ
ステム.......................................146

排出ガス浄化装置（DPF）........148

運転を補助する装置..................152

アクセサリコネクタ..................156

アンテナ .....................................157

4-6. 運転のアドバイス
寒冷時の運転..............................158



80 4-1. 運転にあたって

4-1. 運転にあたって

n エンジンを始動する
P.89
n 発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする
（P.91）
2 パーキングブレーキを解除する
（P.95）
3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する

n 停車する
1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける（P.95）

長時間停車する場合は、シフトレバーを
PまたはNにします。（P.91）

n 駐車する
1 シフトレバーはD のまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 パーキングブレーキをかけて
（P.95）、シフトレバーをP
にする（P.91）

シフトレバーをPにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 エンジンスイッチを "LOCK" に
してエンジンを停止する

4 キーを携帯していることを確認
し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に
応じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

n 上り坂で発進する
1 パーキングブレーキをしっかり
かけ、シフトレバーをD にす
る（P.91）

2 アクセルペダルをゆっくり踏む
3 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキを解除
し発進する

知識
n上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（P.152）

n雨の日の運転について

l雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

l雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

l雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

n走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況
に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

l車両が上り坂、または下り坂を走行し

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に
従って走行してください。

安全に走行するには
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4-1. 運転にあたって
運
転

ていると判断したとき

lアクセルペダルを離したとき

lブレーキペダルを踏んだとき

nエンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

lアクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力を抑
制する場合があります。

n運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

nオーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

l暑い日に長い上り坂を走行する

l高速走行直後に急減速や急停止をする

nエンジン停止前のアイドリング運転に
ついて

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高速
走行・登坂走行直後は、アイドル運転を
行ってからエンジンを停止してください。

走行状況
アイドル運
転時間

市街地などの一般走行 不要

高速走行

約80km/h 
定速

約 20 秒

約
100km/h 
定速

約 1 分

山岳ドライブウェイなどの
急な登坂路走行およびレー
ス場などの100km/h 以
上の連続走行

約2 分

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

n発進するとき

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。

n運転するとき

l踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。排気管や排気ガスは高温
になり、可燃物が近くにあると火災
になるおそれがあり危険です。
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警告
l通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、操作力
補助がなくなり、ハンドルとブレー
キの操作が困難になるおそれがあり
ます。安全を確認した上で、すみや
かに道路脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.206を参照してください。

l急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（P.91）

l走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。運転を誤るおそれが
あります。

lすべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

lシートの上や付近に荷物を置いて走
行しないでください。

急ブレーキをかけたときや、旋回して
いるときなどに荷物が飛び出したりし
て乗員にあたったり、荷物を破損した
り、荷物に気をとられたりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

nすべりやすい路面を運転するとき

l急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

l急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どのおそれがあります。

l水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

nシフトレバーを操作するとき

lシフトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れたまま惰性で後退した
り、Rに入れたまま惰性で前進する
ことは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効き
が悪くなったり、ハンドルが重く
なったりして、思わぬ事故や故障の
原因となるおそれがあります。

l車両が動いているあいだは、シフト
レバーをP に入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーをRに入れないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

l車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

l走行中にシフトレバーをNに入れる
と、トランスミッションとエンジン
の動力伝達が解除され、エンジンブ
レーキが効かなくなります。

lアクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトレバーがPまたはN以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。
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警告
n継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。必要なときにパッドの交換が行
われないと、ディスクローターの損傷
につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

n停車するとき

l空ぶかしをしないでください。
シフトレバーがPまたはN以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

l車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、エンジン回転中は常にブレー
キペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

l坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながるのを防ぐため、
常にブレーキペダルを踏み、必要に
応じてパーキングブレーキをかけて
ください。

l停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

n駐車するとき

l炎天下では、メガネ・スプレー缶・
炭酸飲料の缶などを車内に放置しな
いでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

lライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

lウインドウガラスなどには吸盤を取
り付けないでください。また、イン
ストルメントパネルやダッシュボー
ドの上に芳香剤などの容器を置かな
いでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

lシルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。直射日光が曲面ガラ
スの内側に反射し、レンズの働きを
して火災につながるおそれがあり危
険です。
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警告
l車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトレバーを
P に入れ、エンジンを停止し、施錠
してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーをPにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

lエンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。高
温になる場合がありますので、注意
してください。（P.148）

n仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にシフトレバーを動かしたり、ア
クセルペダルを踏み込んだりして、事
故やエンジンの異常過熱による火災が
発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nブレーキをかけるとき

lブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

lブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付いたりしないでく
ださい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

l万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。ペダルを踏むたびに、ブ
レーキのアシスト力の蓄えを使い
切ってしまいます。

lブレーキシステムは2 つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

n万一脱輪したときは

いずれかのタイヤが宙に浮いていると
きは、むやみに空転させないでくださ
い。駆動系部品の損傷や、車両の飛び
出しによる思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意
n運転しているとき

l運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

l坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。
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注意
n部品の損傷を防ぐために

lパワーステアリングポンプの損傷を
防ぐため、ハンドルをいっぱいにま
わした状態を長く続けないでくださ
い。

lディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

nターボ装置の故障を防ぐために

l高速走行・登坂走行直後は、エンジ
ンを停止しないでください。必ずア
イドリング運転を行い、ターボ装置
を冷却してからエンジンを停止して
ください。（P.81）

l排気管などには指定以外の部品を使
わないでください。

l排気管の改造は絶対にしないでくだ
さい。

lエンジンが冷えているときは、空ぶ
かしや急加速は絶対に行わないでく
ださい。

l極寒の環境では、エンジン始動後に
30 秒以上アイドリング運転を行っ
てください。また、アイドリング運
転中は空ぶかしをしないでください。

l定期的なオイル交換を必ず行ってく
ださい。（P.240）

n走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

lハンドルがとられる

l異常な音や振動がある

l車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.222を参照してください。

n冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を受けるおそれがある
ため、走行しないでください。

lエンスト

l電装品のショート

l水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは、必ずトヨタ
販売店で次の点検をしてください。

lブレーキの効き具合

lエンジン・オートマチックトランス
ミッション・トランスファー・ディ
ファレンシャルなどのオイルやフ
ルードの量および質の変化

lプロペラシャフト・各ベアリング・
各ジョイント部などの潤滑不良

l電装部品

l配線や配管部品（ワイヤーハーネス、
燃料配管、ブレーキ配管、排気管な
ど）

冠水した道路を走行すると水中の浮遊
物などにより、アンダー部品を損傷す
るおそれがあります。

n駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トレバーをP にしてください。パーキ
ングブレーキをかけシフトレバーをP 
にしておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進するおそれがあります。
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アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、エンジン出力を抑
制することがあります。

l Rに切りかえたとき※

l PまたはRから、Dなどの前進シ
フトポジションに切りかえたと
き※

この場合、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセ―ジ
が表示されます。表示された画面
の指示に従ってください。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

知識
nドライブスタートコントロールについ
て

lTRC／アクティブ TRCの作動を停止
（P.153）すると、急発進の抑制制御
も停止します。急発進の抑制制御が作
動してぬかるみや新雪などからの脱出
が困難な場合は、TRC／アクティブ
TRCの作動を停止してください。
（P.153）

また、次のときは急発進の抑制制御は作
動しません。

lトランスファーレバーがL4にあるとき

急発進の抑制（ドライブスター
トコントロール）

荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
n積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

l燃料が入った容器

lスプレー缶

n荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

lできるだけ荷物はラゲージルームに
積んでください。

lシート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでください。

l後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

lラゲージルームに人を乗せないでく
ださい。乗員用には設計されていま
せん。乗員は、適切にシートベルト
を着用させ、座席に座らせてくださ
い。お守りいただかないと、急ブ
レーキや衝突の際に、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
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警告
l次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ フタのない小物入れ／トレイ

l室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

n荷物の重量・荷重のかけ方について

l荷物を積み過ぎないでください。

l荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

ステップバンパー

ステップバンパーは、車両後部
を保護し、荷物を積むときの踏
み台として使用できます。

リヤステップバンパー

警告
n走行中の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

lリヤステップバンパーの上に人を乗
せて走行しない。
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注意
nステップバンパーの損傷を防ぐため
に

lフロントバンパーに乗らないでくだ
さい。フロントバンパーが損傷する
おそれがあります。

lリヤステップバンパーの上には、一
度に複数人で乗らないようにしてく
ださい。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する。

2 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

3 ブレーキペダルをしっかり踏む
4 エンジンスイッチを
“START”の位置にまわす

“ON”の位置までまわし、  ( 予

熱表示灯 ) が点灯後消灯したら
“START”の位置にまわします。

知識
nエンジンが始動しないとき

エンジンイモビライザーシステムが解除
されていない可能性があります。
（P.43）
トヨタ販売店へご連絡ください。

n極寒時のエンジン始動について

極寒時は約３０秒を限度に、エンジンが
始動するまでエンジンスイッチをまわし
続けてください。約３０秒スターターを
回しても始動しないときは、エンジンス
イッチを“ACC”にもどし、約２０秒以
上待ってから再始動してください。

1 “LOCK” (OFF)

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

エンジンをかけるには

警告
nエンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意
nエンジンを始動するとき

l一度に 30 秒以上スターターをまわ
さないでください。

lエンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

lエンジンが始動しにくかったり、ひ
んぱんにエンストする場合は、ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

n予熱表示灯について

l予熱表示灯が消灯してからエンジン
を始動してください。消灯する前に
始動操作を行うと、バッテリーの寿
命に悪影響をおよぼします。

l予熱表示灯の点灯時間は、エンジン
が冷えていると長くなります。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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･ ステアリングロックがかかります。
･ キーを抜き挿しすることができます。

2 “ACC”
オーディオなどの電装品が使用できます。

3 “ON”
すべての電装品が使用できます。始動す
る前に、グロープラグをオンにし、エン
ジンを予熱します

4 “START”
エンジンが始動できます。

知識
nキーを“ACC”から“LOCK”にまわ
すには

1 シフトレバーが P の位置にあること
を確認する

2 キーを押し込みながら“LOCK”ま
でまわす

nステアリングロック機能

ハンドルを左右に動かしながら、エンジ
ンスイッチをまわしてください。

nキー抜き忘れ警告ブザー

キーが挿してあり、エンジンスイッチが
“ACC”または“LOCK”のとき、運
転席ドアを開けると警告ブザーが鳴りま

す。

警告
n走行中の警告

lエンジンの停止などで車両滑走状態
になったときは、車両が安全な状態
で停止するまでドアを開けたり、
ロック操作をしたりしないでくださ
い。ステアリングロック機能が作動
し、思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

l走行中はエンジンスイッチを
“LOCK”にしないでください。
緊急時、走行中にエンジンを停止し
たい場合には“ACC”にしてくだ
さい。 (P.206) ただし、緊急時以
外は走行中にエンジンスイッチにふ
れないでください。走行中にエンジ
ンが停止すると思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

注意
nバッテリーあがりを防止するために

エンジンがかかっていないときは、エ
ンジンスイッチを“ACC”または
“ON” にしたまま長時間放置しない
でください。
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※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDポジションを使用してください。

※2Mモードは任意のギヤ段に固定して
走行することができます。

知識
nオートマチックトランスミッションの
保護制御

lぬかるみや砂地・雪道などでスタック
してタイヤが空転する状態が続くとき
や、走行時にアクセルペダルをくり返
し踏んだり離したりする状況が続くと、
トランスミッションが高温になり損傷
するおそれがあります。
このとき、トランスミッションが損傷
しないように、ギヤ段が一時的に固定
される場合があります。
トランスミッションの温度が下がると
ギヤ段の固定は解除され、通常作動に
もどります。

lトランスミッションフルードの温度が
高くなると、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“ATオイル高温　
取扱書を確認してください”が表示さ
れます。
ただちに安全な場所に停車し、シフト
レバーをP にして、エンジンをかけた
まま温度が下がるまで待ちます。しば
らくして表示が消えたら、走行可能に
なります。表示が消えないときは、ト
ヨタ販売店にご連絡ください。

：エンジンスイッチがONの状
態で、ブレーキペダルを踏んだ状
態でシフトレバーのボタンを押し

オートマチックトランス
ミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的につ
いて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車またはエンジンの始

動・停止

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
M モード走行※2

（P.93）

警告
nすべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

シフトレバーの動かし方
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ながら操作します。※

：シフトレバーのボタンを押し
ながら操作します。

：シフトレバーのボタンを押さ
ずそのまま操作します。
PとDのあいだの操作は、ブレーキペダ
ルを踏み、車を完全に止めてから行って
ください。
※シフトレバーのボタンを押す前にブ
レーキペダルを踏んでください。シフ
トレバーのボタンを最初に押してもシ
フトロックは解除されません。

知識
nシフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防ぐシステムです。

エンジンスイッチがONでブレーキペダ
ルを踏んだままシフトレバーのボタンを
押した状態でなければ、シフトレバーを
Pからシフトできません。

nシフトレバーをPからシフトできないと
き

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。
ブレーキペダルを踏んだままシフトレ
バーのボタンを押した状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
ただし一時的な処置として、次の方法で
シフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた：
1 パーキングブレーキをかける
2 エンジンスイッチをOFFにする
3 ブレーキペダルを踏む

4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

5 シフトロック解除ボタンを押しながら
シフトレバーのボタンを押す
シフトロック解除ボタンを押している
あいだは、レバーをシフトできます。

警告
nシフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。

誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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n “PWR/HAUL” モード
より力強い走りや強めのエンジン
ブレーキが必要なときは
“PWR/HAUL”モードに切り替
えます。
“PWR/HAUL”モードにするに
はスイッチを押す
解除するには再度スイッチを押します。

n 2ndスタート
雪道など、すべりやすい路面での
発進・走行時に、走行モードをセ
カンドスタートモードに切りかえ
ます。
セカンドスタートモードにするに
はスイッチを押す
解除するには再度スイッチを押します。

シフトレバーをMポジションにす
ると、Mモードに切りかわります。
シフトレバーの操作で思い通りの
ギヤ段を選択し、運転することが
できます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
シフトレバーを操作するごとに1速ずつ
変速します。
M1からM6の中で選択したギヤ段に固
定され、ギヤ段がメーターに表示されま
す。

Mポジションでは、次の場合を除
いてシフトレバーを操作しない限
り、変速しません。
l 車速が低下した場合（シフトダ
ウンのみ）

また、車速が低い場合はシフト
アップ操作をしても変速しません。

知識
nシフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、シフトレ
バーを操作してもシフトダウンできない
場合があります。（このときブザーが2回
鳴ります）

走行モードの選択 Mモードでのギヤ段選択
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nシフトレバーをMにしてもシフトポジ
ション・ギヤ段表示にM が表示されな
いとき

システム異常のおそれがあります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。この場合、シフトレバーをD にして
いるときと同じ制御になります。

レバー操作により、次のように運
転者の意思を表示することができ
ます。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯が点滅
します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯が点滅
します。

4 右折

知識
n作動条件

エンジンスイッチが "ON" のとき

方向指示レバー

操作のしかた
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n表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

方向指示灯の電球が切れていないか確認
してください。

1 パーキングブレーキをかけるに
は、ブレーキペダルを踏みなが
ら、パーキングブレーキレバー
をいっぱいまで引く

2 パーキングブレーキを解除する
には、レバーを少し引き上げ、
ボタンを押しながら完全に下ま
でもどす

知識
nパーキングブレーキ未解除走行時警告
ブザー

P.216

n冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.160

n駐車するとき

P.80

パーキングブレーキ

操作のしかた
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警告
n駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
n走行前の注意

パーキングブレーキを完全に解除して
ください。パーキングブレーキがか
かったまま走行すると、ブレーキ部品
が過熱し、ブレーキの効きが悪くなっ
たり、早く摩耗したりするおそれがあ
ります。
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4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・番号灯・インストルメント
パネルランプを意味します。
※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわりま

す。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわります。

スイッチを 3 の位置で約1秒以上保持すると、次のように作動
します。

消灯中に 1 か 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されます。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LED デイタイムランニングランプ
（P.98）が点灯

ヘッドランプ・スモールランプが点
灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2

消灯のしかた
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※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識
nAUTO モードの作動条件

エンジンスイッチが“ON”のとき

nLED デイタイムランニングランプ

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、エンジン始動後、
パーキングブレーキを解除して、ランプ

スイッチを にすると、LED デイタイ

ムランニングランプが自動で点灯します。
（車幅灯より明るく点灯します）
LED デイタイムランニングランプは夜間
の使用を意図したものではありません。

n自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

nライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをウインドウガ

ラスに貼らないでください。周囲からの
光がさえぎられると、自動点灯・消灯機
能が正常に働かなくなります。

nランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチを“ACC”、または
“OFF”にし、ドアを開けたときにすべ
てのランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジン
スイッチをONにするか、一度ランプス

イッチを にしてから または

の位置にします。

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3
ヘッドランプ・スモールランプ・
LED デイタイムランニングランプ

（P.98）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプが消
灯※
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nランプ消し忘れ警告ブザー

エンジンスイッチが“ACC”または
“OFF”のとき、ヘッドランプ・尾灯が
点灯している状態で運転席ドアを開ける
と、ランプ類の消し忘れを警告するブ
ザーが鳴ります。

nカスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧：P.246）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

n 調整するには
乗車人数や荷物の量などによる車
の姿勢の変化に合わせて、ヘッド
ランプの光軸を調整することがで
きます。

1 上向きに調整
2 下向きに調整
n 目盛り設定の目安

注意
nバッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプを長
時間点灯しないでください。

ハイビームにするには

手動光軸調整ダイヤル

乗員と荷物の条件 ダイヤル
位置乗員 荷物

運転者 なし 0

運転者と助手
席

なし 0

全乗員 なし 1

全乗員 荷室満載時 4

運転者 荷室満載時 5
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1 ランプスイッチを または
にし、レバーを前方へ押す

2 オートマチックハイビームス
イッチを押す

オートマチックハイビームが作動すると、

オートマチックハイビーム表示灯が点灯
します。

知識
nハイビームとロービームの自動切りか
え条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。
･ 車速が約30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

l次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。
･ 車速が約25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

n前方カメラの検知について

l次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。
･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき
･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき
･ 前方車両が無灯火のとき

l前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合

AHB（オートマチックハ
イビーム）

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス上部
に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯など
の明るさを判定し、自動的にハ
イビームとロービームを切りか
えます。

警告
n安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

nオートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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があります。

l街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

l次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

lハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

l次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ 前方カメラが変形しているときや、汚
れているとき

･ 前方カメラが極端に高温になっている
とき

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上

げがあるとき
･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき
･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき
･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき
･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき
･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき
･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき
･ ハイビームの使用に問題がある、また
はほかの運転者・付近の歩行者の迷惑
になると思われるとき

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“ヘッドランプシステム故障 販売
店で点検してください”が表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

n ロービームへの切りかえ
レバーをもとの位置へもどす
オートマチックハイビーム表示灯が消灯
します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーを前方へ押します。

手動制御に切りかえるには
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n ハイビームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
オートマチックハイビーム表示灯が消灯
し、ハイビーム表示灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度スイッチを押します。

1 消灯する

2 点灯する

知識
n点灯条件

車幅灯が点灯しているときに使用できま
す。

フロントフォグランプス
イッチ

雨や霧などの悪天候下では、前
方の視界を確保するためにフロ
ントフォグランプを点灯させま
す。

操作のしかた
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次のように レバーを操作す
ると、ワイパーまたはウォッ
シャーが作動します。

1 間欠作動（INT）

2 低速作動（LO）

3 高速作動（HI）

4 一時作動（MIST）

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

5 間欠ワイパーの作動頻度 (減）
6 間欠ワイパーの作動頻度 (増）

7 ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

知識
n作動条件

エンジンスイッチが "ON" のとき

nウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

ワイパー＆ウォッシャー
（フロント）

レバー操作で、ワイパーや
ウォッシャーを作動することが
できます。

注意
nフロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。

ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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次のように スイッチを操作する
と、リヤワイパーが作動します。

1 OFF

2 間欠作動（LO）

3 通常作動（HI）

4 ウォッシャー液を出す
ワイパーが連動して作動します。

5  ウォッシャー液を出す

警告
nウォッシャーを使用するとき

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍り付き、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。

ポンプが故障するおそれがあります。

nノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

nバッテリーあがりを防止するために

バッテリーあがりを防止するためにエ
ンジンを停止した状態でワイパーを長
時間作動しないでください。

ワイパー＆ウォッシャー
（リヤ）

レバー操作でワイパーを作動さ
せたり、ウォッシャーを作動さ
せたりすることができます。

注意
nリヤウインドウガラスが乾いている
ときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方
運
転

知識
n作動条件

エンジンスイッチが“ON”のとき

nウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

注意
nウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。ポンプが故障するおそ
れがあります。

nノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

nバッテリーあがりを防止するために

バッテリーあがりを防止するためにエ
ンジンを停止した状態でワイパーを長
時間作動しないでください。
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4-4. 給油のしかた

l ドアとドアガラスを閉め、エン
ジンスイッチを "LOCK" にして
ください。

l 燃料の種類を確認してください。

知識
n燃料の種類について

超低硫黄軽油（S10ppm 以下）

給油口の開け方

給油する前に

警告
n給油するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

l給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。また、給油口
に静電気を除去していない人を近付
けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付
くと、放電による火花で燃料に引火
するおそれがあります。

lキャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

l気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

l喫煙しないでください。

l給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

l継ぎ足し給油をしないでください。

l正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意
n給油するとき

指定の軽油を使用してください。指定
以外の軽油や、他の燃料（ガソリン・
灯油・高濃度バイオ混合軽油※）を使
用したり、燃料をこぼしたりしないで
ください。次のような状態になるおそ
れがあります。

lエンジンの始動性が悪くなる

lエンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

lエンジン出力が低下する

l排気制御システムが正常に機能しな
い

l燃料系部品が損傷する

l塗装が損傷する

l排出ガス浄化装置が正常に機能しな
い

指定以外の軽油を補給すると、白煙が
発生し続ける場合があります。また、
排出ガス浄化装置の故障につながるお
それがあります。
※脂肪酸メチルエステル混合率5％を
こえるもの
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運
転

1 オープナーを上げて、給油扉を
開ける

キーで車外から給油扉を開けることも可
能です。

2 キャップをゆっくりまわして開
ける

キャップを“カチッ”と音がす
るまでまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

給油口を開けるには

給油口を閉めるには

警告
nキャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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4-5. 運転支援装置について

n PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.113
n LDA（レーンディパーチャーア
ラート）

P.122
n AHB（オートマチックハイビー
ム）

P.100
n RSA（ロードサインアシスト）
P.136
n 先行車発進告知機能
P.139

フロントグリルとフロントウイン

ドウガラスにある2種類のセン
サーにより、各運転支援装置に必
要な情報を認識します。

レーダー

前方カメラ

Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、次
の運転支援装置によって運転者
を補助し、安全で快適なドライ
ブを支援します。

運転支援装置

警告
nToyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

 前方センサー

警告
nレーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

A

B
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運
転

警告
lレーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。
お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布を使ってください。

lレーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

lレーダー周辺への強い衝撃を避ける
レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに強い衝撃を受けた際は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

lレーダーを分解しない

lレーダーやレーダー専用カバーを改
造したり、塗装したりしない

l次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

･ レーダー・フロントグリルを脱着や
交換したとき

･ フロントバンパーを交換したとき

A

B

n前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

lフロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

lフロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

約20cm（前方カメラ中心から左

右約10cm）

フロントウインドウガラス上端から

前方カメラ下端より下約1cm まで

A

B
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警告
l前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する（フロントウインド
ウガラスの曇りを取るに
は：P.162)

l前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

lフロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

lフロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

l前方カメラに液体をかけない

l前方カメラに強い光を照射しない

l前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

l前方カメラに強い衝撃を加えない

l前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

l前方カメラを分解しない

lインナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

lボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

lルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

lヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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運
転

知識
nマルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

l次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はトヨタ販売店にご相談くださ
い。

l次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが消え
ます。

周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示されたま
まの場合はトヨタ販売店にご相談ください。
･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき
･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき
･ 車両周辺の状況によってはレーダーが正しく周囲の環境を認識できないときその場合
には“プリクラッシュセーフティ 現在使用できません 取扱書確認ください” が表
示されます。

状況 対処法

前方カメラ周辺に汚れや付着
物（曇り、結露、凍結などを
含む）があるとき

ワイパーやエアコンの機能などを使って、汚れや付着
物を取り除く
（フロントウインドウガラスの曇りを取るに
は：P.162)

炎天下や極寒の環境など、前
方カメラ周囲の温度などが作
動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高温のときは、
エアコンでカメラ周辺の温度を下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサンシェードなどをフ
ロントウインドウガラスに使用すると前方カメラが高
温になりやすくなります。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温のときは、エ
アコンで前方カメラ周辺の温度を上げる

ボンネットが開いているとき
や、フロントウインドウガラ
スの前方カメラ前部にステッ
カーが貼り付けられていると
きなど、前方カメラの前方が
さえぎられているとき

ボンネットを閉じる、またはステッカーを剥がすな
ど、前方カメラの視界がさえぎられないようにする

“プリクラッシュセーフティ 
レーダー向き調整中 取扱書確
認ください” が表示されたと
き

レーダーおよびレーダー専用カバーに付着物がないか
確認し、あった場合には取り除く
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nレーダーの取り扱い
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運
転

システムは次のものを作動対象と
して検出しています。（機能によっ
て、作動対象が異なります）
l 車両
l 自転車運転者
l 歩行者

n 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージを表示し、回避操作を
うながします。

n プリクラッシュブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、ブレーキペダルが
踏まれる強さに応じてブレーキ力
を増強します。
n プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。
n 低速時加速抑制
低速走行時にアクセルペダルが強
く踏み込まれ、衝突の可能性があ
るとシステムが判断したとき、エ
ンジン出力を抑制または弱いブ
レーキをかけることで加速を抑制
します。作動時には、ブザー音が
鳴り、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告灯とメッセー
ジを表示します。

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（P.113）
を前方センサーで検出し、衝突
の可能性が高いとシステムが判
断したときに、警報やブレーキ
力制御により運転者の衝突回避
操作を補助します。また、衝突
の可能性がさらに高まったと判
断したときは、自動的にブレー
キを作動させることで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警
報タイミングを切りかえること
ができます。（P.115）

システムの作動対象

機能一覧
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n 交差点右左折支援
次のような状況において衝突の可
能性が高いとシステムが判断した
とき、衝突警報およびプリクラッ
シュブレーキによる支援を行いま
す。
交差点の形状によっては正しく支
援できない場合があります。
l 交差点で右折して対向車の進路
を横切るとき

l 右左折中に、対向方向からの横
断歩行者を検出したとき（自転
車運転者は対象ではありません）

警告
n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

lプリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 衝突の可能性が高くなくてもシステ
ムが作動するおそれがあるとき： 
P.118

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき： P.120

lお客様ご自身でプリクラッシュセー
フティの作動テストを行わないでく
ださい。
対象（マネキンや段ボールで作動対
象を模したものなど）や状況によっ
てはシステムが正常に作動せず、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。
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運
転

n プリクラッシュセーフティの
ON／OFF を変更する

マルチインフォメーションディス
プレイの （P.54）から、プリ
クラッシュセーフティのON（作
動）／OFF（非作動）を変更する
ことができます。

警告
nプリクラッシュブレーキについて

lプリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

lプリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約2秒後
にプリクラッシュブレーキが解除さ
れます。必要に応じて運転者自らブ
レーキをかけてください。

lプリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、プリ
クラッシュブレーキが作動しない場
合があります。

lプリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除されます。

lブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

n低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない場合があります。

nプリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

次のときは、システムをOFFにしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

lけん引されるとき

lけん引するとき

lトラック・船舶・列車などに積載す
るとき

l車両をリフトで上げ、エンジンを始
動しタイヤを空転させるとき

l点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

l事故などにより、フロントバンパー
やフロントグリルに強い衝撃が加
わったとき

l事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

lオフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

lタイヤの空気圧が適正でないとき

l著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

lメーカー指定サイズ以外のタイヤを
装着しているとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

l応急用タイヤやタイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

l車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的
に取り付けているとき

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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走行中はシステムをOFF に変更できま
せん。

エンジンスイッチがイグニッションON
モードになるとシステムはON になりま
す。

システムをOFFにすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

n 衝突警報の作動タイミングを変
更する

マルチインフォメーションディス
プレイの （P.54）から、衝突
警報の作動タイミングを変更する

ことができます。
変更した作動タイミングはエンジンス
イッチをOFFにしても継続しますが、
プリクラッシュセーフティをOFFから
ONの状態にすると「中間」に戻ります。

1 早い
2 中間
初期設定

3 遅い

知識
nプリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

･ バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

･ シフトレバーがR のとき

･ VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

l衝突警報
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衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

lプリクラッシュブレーキアシスト

lプリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

l低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

l交差点右左折支援（衝突警報）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

対向車両 約10 ～ 180km/h 約 20 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約30 ～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

対向車両 約10 ～ 180km/h 約 20 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両・自転
車運転者・歩行者

約15km/h 以下 約 15km/h 以下
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l交差点右左折支援（プリクラッシュブレーキ）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

n作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。（P.120）
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

n衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

l例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。
･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き
･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき
･ 進路変更時や曲がりくねった道を走行
時など、自車前方の隣車線や路側に作
動対象が存在するとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）などに近付い
たとき
･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や物
体などが存在するとき

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約10 ～ 25km/h 約 30 ～ 55km/h 約 40 ～ 80km/h

歩行者 約10 ～ 25km/h  約10 ～ 25km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約15 ～ 25km/h 約 30 ～ 45km/h 約 45 ～ 70km/h

歩行者 約10 ～ 25km/h  約10 ～ 25km/h
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･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止したとき

･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
車両姿勢が変化しているとき

･ 構造物に囲まれた道（トンネルや鉄橋
など）を走行するとき

･ 自車の前方に金属物（マンホール・鉄
板など）・段差・突起物があるとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき
･ 洗車機を使用するとき
･ 自車に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕な
ど）がある場所を走行するとき

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き
･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行すると
き
･ テレビ塔・放送局・発電所・レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき
･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、轍のある雪道など）
･ 右折中に、対向車が自車の前方を通過
したとき
･ 右折中に、対向車の手前を通過しよう
としたとき
･ 右折中に、対向車が自車進路に入る手
前で停止したとき
･ 交差点内で右折中、対向車が右折して
いるとき、または左折しているとき
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･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 右左折中に、横断歩行者が自車進路に
入る手前で停止したとき

･ 右左折中に、横断歩行者が自車の前方
を通過したとき

･ 右左折中に、横断歩行者の手前を通過
しようとしたとき

nシステムが正常に作動しないおそれが
あるとき

l例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が自車の中心軸からずれてい
るとき

･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい

るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）
･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、轍のある雪道など）
･ 他車両に載っているレーダーにより電
波の影響を受けているとき
･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき
･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき
･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき
･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき
･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき
･ 自車の正面方向から強い光（太陽光や
対向車のヘッドランプ光など）が前方
カメラにあたっているとき
･ 横向き、または自車方向を向いている
前方車両に近付いたとき
･ 前方車両がオートバイのとき
･ 前方車両の全幅が狭いとき（超小型モ
ビリティなど）
･ 前方車両の後端面積が小さいとき（空
荷のトラックなど）
･ 前方車両の後端が低い位置にあるとき
（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き
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･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2 人以上乗車している自転車、
または特殊な形状の自転車（チャイル
ドシート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m 以下、または約2m 以上のとき

･ 歩行者・自転車運転者の全身の輪郭が
あいまいなとき（レインコート・ロン
グスカートを着用している場合など）

･ 歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいると
き

･ 歩行者・自転車運転者の移動速度が速
いとき

･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ エンジンを始動したあと、走行を開始
してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き
･ ワイパーブレードが前方カメラの視界
をさえぎっているとき
･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき
･ 右折中に、対向車が自車の走行する車
線よりも2 つ以上離れた車線を走行し
ているとき
･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き

･ 右左折中に、横断歩行者が自車と同じ
方向から直進して近づいてくるとき

l例えば次のような状況では、制動力が
十分に得られず、システムの性能を発
揮できないおそれがあります。
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･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
とき

･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

･ 道路面に深いわだちがあるとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 左右に傾きのある道路を走行している
とき

nVSC を停止したとき

lVSC の作動を停止（P.153）した
ときは、プリクラッシュブレーキアシ
スト・プリクラッシュブレーキの作動
も停止します。

lPCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに“VSC が
Off のためプリクラッシュブレーキも
停止します”が表示されます。

LDA（レーンディパー
チャーアラート）

警告
nLDAをお使いになる前に

lLDAを過信しないでください。LDA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

l適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

nLDAを使用してはいけない状況

次の状況では、LDAスイッチでシステ
ムをOFF にしてください。思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

l雪道を走行しているとき

l水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこりな
どで白（黄）線が見えにくいとき

l応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

nLDA の故障、または誤作動を防ぐた
めに

lヘッドランプを改造したり、ランプ
の表面にステッカーなどを貼ったり
しないでください。

lサスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。
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警告
lボンネットやグリルの上には、何も
取り付けたり置いたりしないでくだ
さい。また、グリルガード（ブル
バー・カンガルーバーなど）を取り
付けたりしないでください。

lフロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、トヨタ販売店にご相
談ください。

n機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

l急カーブを走行しているとき

l路側物に白（黄）線と見間違えるよ
うな構造物や模様があるとき（ガー
ドレール・反射ポールなど）

l分岐・合流路などを走行するとき

l道路の修復で、アスファルト修復後
や白（黄）線の跡が残っているとき

l白（黄）線に平行するような影があ
る、または白（黄）線が影の中にあ
るとき

l料金所や検札所の手前や交差点など、
白（黄）線がない場所を走行すると
き

l白（黄）線がかすれている、または
キャッツアイ（道路鋲）や置き石な
どがあるとき

l白（黄）線が砂ぼこりなどで見えな
い、または見えにくくなっていると
き

l雨天・雨上がり・水たまりなどぬれ
た路面を走行しているとき

l車線が黄色のとき（白線にくらべて
認識率が低下することがあります）
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n 車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示および、警報ブザーにより
注意をうながします。
警報ブザーが鳴ったときは、まわりの道
路状況を確認の上、ハンドルを慎重に操
作して、白（黄）線または走路※内の中
央付近にもどってください。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

n ふらつき警報機能
車両がふらついて走行していると
きに、警報ブザーおよびマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示により注意をうながします。

警告
l白（黄）線が縁石等の上に引かれて
いるとき

lコンクリート路のような明るい路面
を走行しているとき

lアスファルトと草・土・縁石等の境
界が不明瞭または直線的でないとき

l照り返しなどにより明るくなった路
面を走行しているとき

lトンネルの出入口など明るさが急変
する場所を走行しているとき

l対向車のヘッドランプ光・太陽光な
どが前方カメラに入射しているとき

l坂道を走行しているとき

l左右に傾いた道路やうねった道路を
走行しているとき

l舗装されていない道路や荒れた道路
を走行しているとき

l車線の幅が極端に狭いとき、または
広いとき

l重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不
足などで、車両が著しく傾いている
とき

l先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

l走行中の路面状況（悪路・道路の継
ぎ目など）により、車両が上下に大
きく揺れているとき

l夜間やトンネル内などでヘッドラン
プを点灯していない、またはレンズ
が汚れて照射が弱いときや、光軸が
ずれているとき

l車線変更をした直後、または交差点
を通過した直後

lメーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

LDAに含まれる機能
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LDA スイッチを長押しする
LDA が OFF されると、LDA 表示灯が
消灯します。

ON にするには、再度スイッチを押しま
す。

エンジンスイッチがON になるとシステ
ムはON になります。

LDA表示灯

表示灯の点灯状態で、システムの作動状
況をお知らせします。
緑色に点灯：車線逸脱監視中
橙色に点滅：車線逸脱警報中

車線逸脱警報機能表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。

 白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識していることを示しています。車両が
車線から逸脱した場合、逸脱している側
の白線表示が橙色で点滅します。

 白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識できていない、またはシステムが一時
的に解除されていることを示しています。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

LDA を OFF にする

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

A

B
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知識
n各機能の作動条件

l車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LDAを ONにしているとき
･ 車速が約50km/h 以上のとき
･ システムが白（黄）線または走路※を
認識しているとき（白［黄］線または
走路※が片側しかないとき、認識して
いる方向のみ作動します）

･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（P.126）

※アスファルトと草・土・縁石等の境界

lふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“ふらつき検知”を

“ON”に設定しているとき
（P.52）
･ 車速が約50km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（P.126）

n機能の一時解除

l作動条件（P.126）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除され
ますが、ふたたび作動条件が満たされ
ると、自動的に復帰します。

n車線逸脱警報機能について

l外部の騒音やオーディオの音などによ
り、警報ブザーが聞きとりにくい場合
があります。

l走路※がはっきり見えない場合、または

直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報が作動しない場合があります。

l車線逸脱警報機能の作動テストを行わ
ないでください。

※アスファルトと草・土・縁石等の境界

nふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらついて
走行しているとシステムが判断したとき、
ブザーと同時にマルチインフォメーショ
ンディスプレイに休憩をうながすメッ
セージと図で示すシンボルで注意喚起を
行います。

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

n警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LDA表
示灯が橙色で点灯した場合は、対処方法
に従って適切に対処してください。また、
その他の警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従ってく
ださい。

l“LDA 故障販売店で点検してください
”

システムが正常に作動しなくなっている
おそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

l“LDA 現在利用できません”
･ 前方カメラ以外のセンサーの異常によ
りシステムが一時停止しています。
いったん LDA を OFF にして、しばら
くしてから再度、LDA を ON にしてく
ださい。
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l“LDA 現在の車速では使用できません
”

車速が LDA の作動可能範囲をこえたた
め、使用できません。車速を落として走
行してください。

nカスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（カスタマイズ一覧：oP.245） n メーターの表示

表示灯

クルーズコントロールスイッチ

n 定速クルーズコントロールを
セットするとき

1 ON/OFF スイッチを押して、
システムをON にする

クルーズコントロール表示灯が点灯しま
す。

OFF にするには、再度スイッチを押しま
す。

クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても
一定の車速で走行できます。

システムの構成

速度を設定する

A

B
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2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、レバーを下げて速度
を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

レバーを離したときの車速で定速走行で
きます。

設定速度をかえるには、希望の速
度になるまでレバーを操作します。

1 速度を上げる
2 速度を下げる
微調整：レバーを上または下に軽
く操作して手を離す
大幅調整：希望の速度になるまで
レバーを保持する
設定速度は、次のとおりに増減さ
れます。

微調整：レバー操作するごとに約
1.0km/h
大幅調整：レバーを保持する間

1 定速走行を解除するには、レ
バーを手前に引く

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。

2 定速走行を復帰させるには、レ
バーを上げる

ただし、車速が約30km/h 以下になる
と設定速度が消去されるため、復帰しま
せん。

知識
n設定条件について

lシフトレバーがD のとき設定できます。

l車速が約30km/h 以上のとき設定でき
ます。

n速度設定後の加速について

l通常走行と同様にアクセルペダル操作
で加速できます。加速後、車速が設定
速度にもどります。

lクルーズコントロールを解除しなくて
も、希望の車速まで加速して、レバー
を下げることにより設定速度を変更す
ることができます。

設定速度をかえる

定速クルーズコントロールの解
除方法
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n定速走行の自動解除

次のとき、自動的に定速走行が解除され
ます。

l設定速度より車速が約16km/h 以上低
下した

l車速が約30km/h 以下になった

lVSC が作動した

lTRC が一定時間作動した

lVSC OFF スイッチでTRC またはVSC 
を OFF にした

n定速走行中、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが表
示されたとき

ON/OFF スイッチでシステムを一度OFF 
にし、再度設定してください。設定でき
ないとき、またはすぐに解除されるとき
は、システム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

警告
n誤操作を防ぐために

クルーズコントロールを使用しないと
きは、ON/OFF スイッチでシステムを
OFF にしてください。

nクルーズコントロールを使用しては
いけない状況

次の状況では、クルーズコントロール
を使用しないでください。車のコント
ロールを失い、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

l交通量の多い道

l急カーブのある道

l曲がりくねった道

l雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

l急な下り坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

l車両けん引時
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知識
本文中で使用している画面のイラストは
例であり、イラストと実際に映し出され
る映像では車両の映り込みなどが異なる
ことがあります。

エンジンスイッチが“ ON ”のと
き、シフトレバーをR にすると、
バックモニターの画面が表示され
ます。

次のとき、バックモニターの画面
が解除されます。
シフトレバーをR 以外にしたとき

ガイド線は画面に表示されます。
ガイド線は車両や路面の状況によ
り、誤差を生じることがあります。

車幅延長線（青色）
車をまっすぐ後退させたときの進路の目
安を示します。
実際の車幅より広く表示します。

距離目安線（青色）
バンパー後端から約1m先を示します。

距離目安線（赤色）
バンパー後端から約0.5m 先を示しま
す。

車両中央線（青色）
後方車幅延長線の中心位置を示します。

バックモニター

バックガイドモニターは、車両
に取り付けたバックカメラの映
像を表示させることで、駐車時
などの後退操作を補助する装置
です。

バックモニター画面の表示条件
について

画面の見方について

A

B

C

D
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n 画面に映る範囲について

バンパーの両端付近

バックモニターは、バンパー後端
から車の後方が映ります。
l 車や路面の状況により、映る範
囲は異なることがあります。

l バンパーの両端付近やバンパー
の下にあるものは映りません。

l カメラのレンズの特性により、
画面に映る映像の距離感覚は実
際の距離とは異なります。

l カメラより高い位置にあるもの
については、モニターに映らな
いことがあります。

l 字光式ナンバープレートを装着
していると、画面上に映り込む
ことがあります。

n カメラについて

バックモニターのカメラは、ナン
バープレートの上側にあります。
l カメラのお手入れについて
カメラに水滴、雪、泥などの異物や汚れ
が付着していると、鮮明な画像をみるこ
とができません。この場合、大量の水で
カメラの汚れを流し、水で湿らせた柔ら
かい布でカメラレンズをふき取ってくだ
さい。

n 画面と実際の路面との誤差につ
いて

距離目安線や車幅延長線と駐車ス
ペースの区画線が画面では平行に
見えても、実際は平行ではないこ
とがあります。必ず直接確かめて
ください。
車幅延長線と駐車スペース左右の
区画線の間隔が画面では左右均等
に見えても、実際は左右均等では
ないことがあります。必ず直接確
かめてください。
距離目安線は、平らな路面に対し
ての距離の目安を示しています。
そのため、次の状態のときは、画
面のガイドと実際の路面上の距
離・進路に誤差が生じます。
l 急な上り坂が後方にあるとき

バックモニターの注意点につい
て

A
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誤差
実際の距離より手前に距離目安線が表示
されます。そのため、上り坂にある障害
物は実際より遠くにあるように見えます。
同様にガイド線と実際の路面上の進路に
も誤差が生じます。

l 急な下り坂が後方にあるとき

誤差
実際の距離よりうしろに距離目安線が表
示されます。そのため、下り坂にある障
害物は、実際より近くにあるように見え
ます。同様にガイド線と実際の路面上の
進路にも誤差が生じます。

l 車が傾いているとき

誤差
乗車人数、積載量などにより車が傾いて
いるときは、実際の距離、進路と誤差が
生じます。

n 立体物が近くにあるとき
車幅延長線・距離目安線は路面に

A A

A
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対して表示されているため、立体
物の距離を判断することができま
せん。張り出しのある立体物（ト
ラックの荷台のような障害物）が
近くにあるときは、次のことにご
注意ください。
l 車幅延長線について

後方や周囲の安全を直接確認してくださ
い。画面では、トラックの荷台が車幅延
長線の外側にあり、ぶつからないように
見えても、実際は荷台が進路上に張り出
しているためぶつかることがあります。

l 距離目安線について

後方や周囲の安全を直接確認してくださ
い。画面では、距離目安線により の位
置にトラックが駐車してあるように見え
ますが、実際には の位置まで後退する

と、ぶつかります。画面では 、 、

の順に近く見えますが、実際の距離は

と は同じ距離で、 は と よ
り遠い距離にあります。 

n 故障とお考えになる前に
下記のような症状になったときは、考えられる原因と処置を参考に、もう
一度確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。

B

A

A B

C

A C B A C

知っておいていただきたいこと
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知識
nバックモニターを使用するときは

インナーミラーの防眩機能が解除されま
す。

症状 考えられる原因 処置

画面が見にくい

l夜間など暗いところで使
用するとき

lレンズ付近の温度が高い、
または低いとき

l外気温が低いとき

lカメラに水滴が付いたと
き

l雨天時など湿度が高いと
き

lカメラ付近に異物（泥な
ど）が付いたとき

lカメラにすり傷が付いた
とき

l白壁や明るいものが画面
に映り込んだとき

l太陽やヘッドランプの光
が直接カメラのレンズに
あたったとき

l蛍光灯・ナトリウム灯・
水銀灯などの照明下で使
用したとき

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。（カメラおよびその周辺
環境が改善されてから、
バックモニターをご使用く
ださい） 

画面が不鮮明
カメラのレンズに水滴・雪・
泥など異物や汚れが付着し
ているとき

大量の水でカメラの汚れを
流した後、水で湿らせた柔
らかい布でカメラレンズを
ふき取ってください。

画面がずれている
カメラ部に強い衝撃が加
わったとき

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ガイド線が大きくずれる

カメラの位置がずれている
とき

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

l車が傾いているとき（重
い荷物の積載やパンクし
てタイヤ空気圧が低いと
きなど）

l傾斜地で使用するとき

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。
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警告
nバックモニターを使用するときは

後退するときは、必ず目視やミラーな
どで後方や周囲の安全を直接確認しな
がら慎重に後退してください。お守り
いただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

lバックモニターは、車両周囲確認を
補助する装置です。必ず後方や周囲
の安全を直接確認しながら運転して
ください。

l画面だけを見ながら後退することは
絶対にしないでください。
画面に映っている映像と実際の状況
は異なることがあり、画面だけを見
て後退すると車をぶつけたり、思わ
ぬ事故を引き起こすおそれがありま
す。

l後退するときは、ブレーキペダルを
踏んで速度調整しながら、ゆっくり
後退してください。

l駐車時の道路事情・路面や車の状況
などにより、ハンドル操作のタイミ
ング・操作量は異なります。十分理
解したうえで、バックモニターをご
使用ください。

l駐車するときは、必ず駐車スペース
に車を駐車できるかを確認してから
後退してください。

l次のような状況では、使用しないで
ください。

･ 雪道、凍結した道などのすべりやす
い路面

･ タイヤチェーン、応急用タイヤを使
用しているとき

･ バックドアが完全に閉まっていない
とき

･ カーブや坂道など平坦・まっすぐで
はない道路

l外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像が薄れたりすることがあ
ります。とくに動いている物の映像
が歪む、または画面から見えなくな
ることがあります。

lタイヤサイズを変更した場合、画面
に表示されるガイド線の位置に誤差
が生じることがあります。

lカメラのレンズの特性により、画面
に映る人や障害物は、実際の位置や
距離と異なります。 (P.131)

n駐車するとき

l乗車人数・積載量などにより、画面
のガイド線の示す位置は変わります。
必ず後方や周囲の安全を直接確認し
ながら運転してください。

l車幅延長線は、実際の車幅より広く
表示されます。後退するときは、必
ず後方や周囲の安全を直接確認しな
がら運転してください。

注意
nカメラの取り扱いについて

lバックモニターが正常に作動しなく
なるおそれがありますので、次のこ
とにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけたりして、強い衝撃を与えな
いでください。カメラの位置、取り
付け角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。
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前方カメラによって標識を認識す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに表示します。
l 運転支援機能情報表示画面を選

注意
･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流した後、水で
湿らせた柔らかい布でカメラレンズ
をふき取ってください。
カメラレンズを強くこするとカメラ
レンズが傷ついて、鮮明な画像を見
ることができなくなるおそれがあり
ます。

･ カメラのカバーは樹脂でできていま
すので、有機溶剤・ボディワック
ス・油膜取り剤・ガラスコート剤な
どを付着させないでください。付着
したときは、すぐにふき取ってくだ
さい。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

lカメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

バックモニター（後方視界支援装置）
は道路交通法により義務付けられた装
備です。故障時は速やかにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

RSA（ロードサインアシ
スト）

前方カメラを使って特定の道路
標識を認識し、ディスプレイ表
示によって道路標識の情報を運
転者にお知らせします。

認識した道路標識の制限速度に
対し、運転者が制限速度を超過
して走行、または禁止行為を
行っている等とシステムが判断
した場合に、告知表示およびブ
ザー音で運転者に告知します。

警告
nRSAをお使いになる前に

RSAは、道路標識の情報を知らせるこ
とで運転者を支援しますが、運転者自
身の確認や認識を代行するものではあ
りません。安全運転を行う責任は運転
者にあります。常に周囲の状況を把握
し、安全運転に努めてください。

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示
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択したときは、最大3 つの標識
を表示できます。（P.52）

l 運転支援機能情報表示画面以外
を選択したときは、次のいずれ
かの標識が表示されます。
（P.52）
･ 最高速度標識
･ 車両進入禁止標識（告知時のみ）

速度制限標識以外を認識した場合、速度
標識の重複表示にてお知らせします。

電光標識も含めて、次の種類の道
路標識を認識します。
ただし、規定外の標識、新しく導入され
た標識は認識されない場合があります。

また、標識の種類・形状によって、認識
しにくい場合があります。

※マルチインフォメーションディスプレ
イに、表示されません。

次の状況では、システムが告知表
示で運転者に告知します。
l 自車の車速がマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
されている制限速度より、一定
の速度を超過すると、最高速度
標識の強調やブザーの吹鳴をし
ます。

l システムが進入禁止の標識を認
識し、自車が進入禁止区域に進
入したと判定したときには、マ
ルチインフォメーションディス
プレイに表示される車両進入禁
止標識の点滅やブザーの吹鳴を
します。

l はみ出し通行禁止標識がマルチ
インフォメーションディスプレ
イに表示されているときに、自
車の追い越しを検出すると、は

認識される道路標識の種類

最高速度

車両進入禁止

一時停止

はみ出し通行禁止

終わり※

告知機能
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み出し通行禁止標識の点滅やブ
ザーの吹鳴をします。

状況によっては、告知表示が正常
に作動しない場合があります。

知識
n設定のしかた

1 メーター操作スイッチの  または 

 を押して  を選択する

2 メーター操作スイッチの  または 

 を押して“RSA”を選択し、

を押す

nRSA標識表示

次の状況では、最高速度・はみ出し通行
禁止・車両進入禁止の標識表示が消えま
す。

l一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

l右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

l終わり標識の下に対象標識を認識した
とき

次の状況では、一時停止の標識表示が消
えます。

l標識を通過したとシステムが判定した
とき

l右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

n機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

l前方カメラやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向き
がずれているとき

l汚れ・雪・ステッカー等がフロントウ
インドウの前方カメラの近くにあると
き

l悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）

l強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）が前方カメラに直接あたっ
ているとき

l標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

l電光標識のコントラストが低いとき

l標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

l標識の後ろに木・電柱・建物・看板な
どがあるとき

l前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

l運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

l標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

l先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

lシステムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

l側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

lロータリー（環状交差路）を走行して
いるとき

l重い荷物を積むなど車両が傾いている
とき

l十分な光がなかったり、明るさが急激
に変化したりしたとき

lトラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

n速度制限標識表示

マルチインフォメーションディスプレイ
に最高速度標識が表示されているときに、
エンジンスイッチをOFF にすると、次回
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エンジンスイッチをONにしたときには
再度同じ標識が表示されます。

nマルチインフォメーションディスプレ
イに“RSA 故障 販売店で点検してく
ださい”が表示されたとき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

nカスタマイズ機能

一部の機能は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧：P.247）

前の車に続いて停止しているとき
に先行車を認識し続け、先行車が
発進してしばらく進んでも自車が
停止し続けた場合にお知らせしま
す。

知識
n作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

シフトレバーがP・R 以外でブレーキペ
ダルを踏んで、停止している、またはシ
フトレバーがN で停止しているとき

n先行車が発進していても告知しない場
合があるとき

例えば次のような状況では、前方カメラ
とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

l自車と先行車の停止位置がずれており、
先行車を正しく認識できないとき

先行車発進告知機能

先行車の発進後、自車が停止し
続けた場合、警告ブザーとマル
チインフォメーションディスプ
レイの表示でお知らせする機能
です。

先行車発進告知機能
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l先行車との車間距離が極端に短くなり、
先行車を正しく認識できないとき

l坂道やカーブなどにより、先行車を正
しく認識できないとき

l先行車の背面形状（けん引をしている
車両や荷物を積んでいないトレーラー、
雪や泥などが大量に付着している車両
など）やボデーカラーなどにより、先
行車を正しく認識できないとき

l先行車がオートバイ・自転車などのと
き

l先行車の右左折や車線変更などにより、
先行車を認識できなくなったとき

l悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）・煙・
水蒸気などにより、先行車を認識でき
ないとき

l前方カメラとレーダー前面に雨滴、雪
などが付着し、先行車を正しく認識で
きないとき

l前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー
の向きがずれ、先行車を正しく認識で
きないとき

lプリクラッシュセーフティが一時的に
使用できないときや、故障などにより
PCS 警告灯が点灯しているとき

l右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

n先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

l悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）によ
り、先行車の発進を誤認識したとき

l坂道やカーブなどにより、先行車では
ないものを先行車と認識しているとき

l前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー

の向きがずれ、先行車ではないものを
先行車と認識しているとき

l先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

l自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

n先行車発進告知機能の設定を変更する
には

l先行車発進告知機能のON／OFF

システムのON／OFFを切りかえること
ができます。

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 または を押して“車両設定

”を選択し、 を長押しする

3 または を押して“先行車発進

告知”を選択し、 を押す

4 または を押して“先行車発進

告知”を選択し、 を押す

l先行車発進告知機能の告知距離

告知する距離を切りかえることができま
す。

1 メーター操作スイッチの または

を押して を選択する

2 または を押して“車両設定

”を選択し、 を長押しする

3 または を押して“先行車発進

告知”を選択し、 を押す

4 または を押して“告知距離

”を選択し、 を押す
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H4・N・L4 モードに切りかえるとメーターに4WD 作動表示灯が点灯
します。

H2（ハイレンジ2WD）
市街地や高速道路などの乾燥した舗装路面を一般走行する場合に使用します。通常はこ
の位置で使用します。

H4（ハイレンジ4WD）
悪路・氷雪路・砂地など、すべりやすい路面を走行する場合に使用します。

N（ニュートラル）
動力の伝わらない状態。この位置では走行できません。

L4（ローレンジ4WD）
悪路・砂地・ぬかるみ・深雪路などでとくに大きな駆動力を必要とするときや急な降坂
路を走行するときに使用します。

4WDシステム

トランスファーレバーを操作して駆動系の作動状態を切りかえます。

トランスファーモード

A

B

C

D
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n 装置について
前輪と前輪駆動系の接続・切り離
しをする装置です。

1 “AUTO”
2WD および4WD の位置（ハブをロッ
ク状態とフリー状態に切りかえる位置）
通常は“AUTO”の位置にしておくこ
とをおすすめします。

2 “LOCK”
4WD の位置（ハブをロック状態に保持）
“LOCK”の位置でも2WD での走行は
可能です。

n ハブの切りかえかた
“LOCK”⇔“AUTO”の切り
かえは、図のようにホイールナッ
トレンチを使って行います。
ホイールナットレンチは工具袋に搭載さ
れています。(P.223)

必ず左右とも同じ位置にあわせてくださ
い。

n H2からH4へ切りかえ
 ハブが“AUTO”位置のとき
1 車両を完全に停車させる
2 トランスファーレバーをH2 か
らH4 へ操作する

 ハブが“LOCK”位置のとき
トランスファーレバーをH2 から
H4 へ操作する
走行中でも操作可能です。

n H4 から H2への切りかえ
トランスファーレバーをH4 から
H2 へ操作する
走行中でも操作可能です。なお、ハブが
“LOCK”の位置のままでも走行は可能
です。

n H4 から L4への切りかえ
1 車両を完全に停止させる
2 シフトレバーをNにする
3 トランスファーレバーを持ち上
げてH4から L4へ操作する

n L4 からH4への切りかえ
1 車両を完全に停止させる
2 シフトレバーをNにする
3 トランスファーレバーを L4か
らH4へ操作する

デュアルモードオートマチック
ロッキングハブ

トランスファーレバーの操作
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知識
n”LOCK”位置での2WD 走行につい
て

2WD 走行時、ハブは“LOCK”位置で
も走行は可能ですが、走行時の駆動系か
らの騒音や摩擦抵抗を低減するため、
2WD 走行が多いときは "AUTO”の位置
にすることをおすすめします。

n“AUTO”位置でのハブの切りかえに
ついて

ハブをフリー状態に切りかえるときは、
周囲の安全を確認して次のいずれかの操
作を行ってください。

lH4 でおよそ 1m 後退させたあと、停
車して H2 で前進させる

lH4 で前進させたあと、停車してH2 で
およそ1m ほど後退させる

nH4 から H2 への切りかえについて

H4 から H2 への切りかえ操作をしても 
4WD 作動表示灯が消灯しないときは、
少し加減速または後退を行うと消灯しま
す。周囲の安全を確認して行ってくださ
い。

n駆動系からの音について

次の場合は駆動系から音が聞こえる場合
があります。異常や車両に損傷を与える
ものではありませんがなるべく避けてく
ださい。

lH4 および L4 で走行時、後輪が空転し
たとき

l2WD から4WD に完全に切り替わって
いないとき

l急加速したとき

l極端な低温（－ 15 ℃以下）でエンジ
ンを暖気せず2WD で高速走行したと
き

n前輪駆動系の潤滑について

長期間4WD 走行を行わないときは、前

輪駆動部品のオイルを循環させるため、
月に1 回程度は次のいずれかを約15km 
ほど行ってください。

lハブ位置を“LOCK”にして2WD で走
行

lハブ位置を“AUTO”にして4WD で
走行

n4WDの取り扱い

l4WD車といっても万能車ではありませ
ん。アクセル・ハンドル・ブレーキの
操作は一般の車と同じく慎重に行い、
常に安全運転を心がけてください。

lスタック（立ち往生）したら、タイヤ
の下に石や木などをあてがい脱出する
か、前進・後退をくり返し慣性を利用
して脱出します。また、ぬかるみがひ
どいときはタイヤチェーンを利用する
のも効果的です。

l急坂路を登るときは、登る前にあらか
じめ路面の状態を確かめ、凹凸の少な
いところを選びます。登りはじめと終
わりはなだらかな斜面を選びます。

l急坂路を降りるときは、降りる前にあ
らかじめ路面の状態を確かめ、斜度に
あった変速ギヤを選びます。降りる途
中での変速は避けてください。

n渡河について

l4WD車といえども水中走行に対しては
万全ではありません。やむを得ず渡河
する場合は次の事項を厳守してくださ
い。
･ 水中走行する前にあらかじめ河川の深
さ・地形などを確かめてください
･ すべてのドア・ドアガラス・リヤ
クォーターガラスなどが閉まっている
ことを確認してください。
･ 河川進入時は最徐行（5km/h 以下）し
てください
･ 河川に対し、直角または下流方向へ横
断してください
･ 渡河途中での変速操作は避け、一気に
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渡りきってください
･ 流れが急な場合は渡河走行しないでく
ださい。

l渡河など水中走行したときは、次の項
目を必ず点検し、メンテナンスを行っ
てください。

･ ブレーキの効き具合
･ 泥水の中を走行したあとは、ラジエー
ターに詰まった異物（泥や木の葉）を
取り除く

･ エンジン・トランスミッション・トラ
ンスファー・ディファレンシャルなど
のオイル量および質の変化（白濁して
いる場合、水が混入していますのでオ
イルの交換が必要です）

･ プロペラシャフト・各ベアリング・各
ジョイント部などのグリースアップ

警告
n走行中の警告

必ず次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l脱輪などにより、いずれかの車輪が
宙に浮いているときは、むやみに空
転させないでください

l車両旋回中や車輪空転中は、トラン
スファーレバー操作を行わないでく
ださい

lタイヤが空転中に急激なブレーキ操
作をしないでください

l乾燥した舗装路面および高速道路で
は必ずH2 で走行してください。H4 
または L4 で走行すると、駆動系部
品に悪影響を与え、駆動系のオイル
もれや焼きつきなどにより、思わぬ
事故につながることがあります。ま
た、タイヤの早期摩耗や燃料消費量
の悪化につながることがあります。

lH4 またはL4 での急旋回は避けてく
ださい。急旋回した場合、タイト
コーナーブレーキング現象（ブレー
キをかけた状態と同じような現象）
を起こし、運転しにくくなります。
これは前・後輪の回転差のため起き
る現象で、異常ではありませんが危
険ですので避けてください。

lトランスファレバーはアクセルペダ
ルを踏まずにH4または L4の位置
に確実に操作してください。H4ま
たは L4の位置に入っていないと、
動力が伝わらなかったり、坂道での
駐車時にシフトレバーがPに入って
いても車両が動き出すおそれがあり
ます。また、異音が発生したり、故
障の原因になることがあります。

nハブを切りかえるときは

ハブを切りかえるときは必ず左右とも
同じ位置に切りかえてください。左右
とも同じ位置に切りかえないと、故障
の原因となったり、走行に悪影響をお
よぼし、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

注意
nH4-L4間の切りかえについて

l車両を完全に停止させてください。

lトランスファーレバーの操作中は、
シフトレバーをN以外に入れた状態
でアクセルペダルを踏んだりしない
でください。ギヤ鳴りが発生し故障
の原因になります。
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1 車輪の空転を止める
2 トランスファーレバーを L4 の
位置にする

3 デフロックスイッチを押しなが
ら“RR”または“FR・RR”
の位置にまわす

4 アクセルペダルをゆっくり踏み
込む

スイッチをまわすとデフロック作動表示
灯が数秒間点滅し、デフロックが完了す
ると表示灯が点灯にかわります。

表示灯が点灯したらシステムが使用でき
ます。

5 脱出できたら、デフロックス
イッチをただちに“OFF”の
位置に戻してデフロック状態を
解除する

知識
nデフロック状態自動解除機能

トランスファーレバーを H2 にするとデ
フロック状態が解除されますが、走行を
続けるときはデフロックスイッチを
“OFF”の位置に戻してください

nデフロック使用後は

通常走行する前にデフロックスイッチが
“OFF”の位置にあり、作動表示灯、ス
リップ表示灯および ABS 警告灯が消灯
したことを確認してください。

nデフロック作動表示灯について

次のときはデフロック作動表示灯が点滅
し、デフロックは作動しません。

l車速が約 8km/h 以上でスイッチ操作
したとき

l2WD のとき

nデフロック状態のときは

デフロック状態のときは、次のシステム
が使用できません。

lABS

lブレーキアシスト

lVSC

デフロック

デフロックは、すべりやすい路
面や凹凸のある路面でタイヤが
空転するときにのみ使用する緊
急脱出用の装置です。

トランスファーレバーを L4 に
しても脱出できないときに合わ
せて使用します。

デフロックスイッチ

デフロックの
状態

スイッチの
状態

作動表示灯

OFF “OFF” ー

リヤデフロッ
クON 状態

“RR”

フロント / リ
ヤデフロック
ON 状態

“FR・
RR”
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lダウンヒルアシストコントロールシス
テム

lTRC ／アクティブTRC※

※デフロック状態のとき

DACスイッチを押す。
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯すれば作動可能状態です。

システムが作動しているときはスリップ
表示灯が点滅します。このとき制動灯と
ハイマウントストップランプが点灯しま
す。また、作動音が聞こえることがあり
ますが、異常ではありません。

警告
nデフロックを使用するにあたって

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
危険です。

l一般走行中に使用しない

･ デフロックを使用すると、ハンドル
操作ができなくなるおそれがありま
す。

･ 直進性が非常に強くなるため、舗装
路では非常に曲がりにくくなります。
とくにフロント / リヤデフロックを
使用するとハンドルが切れなくなる
おそれがあります。

･ 雪や氷の路面では安定した旋回がで
きなくなります。

･ 片側のタイヤのみがすべりやすい路
面にある場合、減速時や加速時に車
両の向きが急にかわりやすくなりま
す。

l空転が止まるまで使用しない

lデフロック状態では、車速約8km/h
以上で走行しない

lデフロックの使用後はすぐにスイッ
チをOFFにし、デフロック状態のま
ま走行しない

ダウンヒルアシストコント
ロールシステム

急な下り坂を一定の低速度で走
行することができます。

システムはトランスファーレ
バーが L4またはH4で、ブ
レーキペダルとアクセルペダル
を操作しておらず、かつ車速が
30km/h 以下のときに使用でき
ます。

警告
nダウンヒルアシストコントロールシ
ステムを使うときは

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムを過信しないでください。車両性
能の限界を高めるためのものではない
ので、常に路面状況をよく確認した上
で、安全運転を心がけてください。

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムを使用するときは
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DACスイッチをもう一度押す。
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅し、解除されると消灯し
ます。

表示灯が点滅している最中はシステムは
作動しません。システムを作動させたい
ときは、もう一度スイッチを押します。

知識
nダウンヒルアシストコントロールシス
テムを使用するときは

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムはシフトレバーがPまたはN以外のと
きに作動しますが、システムの効果を十
分に発揮するために、前進時はM モード
の1 または2 レンジにすることをおすす
めします。

nダウンヒルアシストコントロールシス
テムが使用できないとき

lトランスファーがH2のとき

lリヤデフロックを使用しているとき

nダウンヒルアシストコントロールシス
テム表示灯が点滅したとき

l次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅し、シ

ステムが作動しません。
･ トランスファーレバーが L4またはH4
以外のとき
･ リヤデフロックを使用しているとき
･ シフトレバーがPにあるとき
･ 車速が約30km/h をこえたとき
･ ブレーキシステムが異常過熱したとき

l次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅します
が、システムは作動します。
･ シフトレバーがNにあるとき

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅します。

n長時間の使用について

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムが長時間作動すると、ブレーキシステ
ムが異常過熱するおそれがあるため、ブ
ザーが鳴り機能が自動的に解除されます。

この場合、ダウンヒルアシストコント
ロールシステム表示灯が点滅し、TRC 
OFF 表示灯が点灯します。（通常走行は
可能です）しばらくして、ダウンヒルア
シストコントロールシステム表示灯が点
灯にかわり、TRC OFF 表示灯が消えれ
ばシステムが使用可能となります。

n作動音や振動について

lエンジン始動時や発進直後に、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

lダウンヒルアシストコントロールシス
テムが作動すると、次のような現象が
発生することがありますが、異常では
ありません。
･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

nシステムに異常があるときは

次の場合は、トヨタ販売店で点検を受け
てください。

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムの解除
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lエンジンスイッチを“ON”にしてもダ
ウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯しない

lDACスイッチを押しても、ダウンヒル
アシストコントロールシステム表示灯
が点灯しない

lスリップ表示灯が点灯する

警告
n正しく作動しないおそれのある状況

次の路面を走行する場合、車両を一定
の低速度に維持できないことがあり、
乗員が重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

l泥、砂利の道路などのすべりやすい
路面

l凍結路

l未舗装路

排出ガス浄化装置（DPF）

排出ガス浄化装置内のフィル
ターに捕集したススが一定量堆
積すると、自動的にススを燃焼
（再生）処理します。

警告
nススの燃焼（再生）処理中は

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、高温になった排気
管・排気ガスによりやけどなどの重大
な傷害を受けたり、火災などが発生す
るおそれがあり危険です。

l燃えやすいものや乾いた草などの近
くに車を停車しない

l排気管周辺に人がいないことを確認
する

l車庫内など囲まれた場所ではススの
燃焼（再生）処理を行わない

l燃焼処理中は排気管・排気ガスにふ
れない
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l 一般走行では数百km※ 走行する
ごとに、自動で捕集したススの
燃焼処理が行われます。自動で
燃焼処理が行われているときは、
マルチインフォメーションディ
スプレイに “DPF再生中” が
表示されます。

l ススが規定量以上になったとき、
燃焼処理を行うことができます。
（P.149）
※気候や走行状況等により異なります。

排出ガス浄化装置には、次のよう
な特徴があります。

l 燃焼処理中はアイドリング回転
数が上がる

l 排気ガスの臭いが従来のディー
ゼル車とは異なる

l 始動時や燃焼処理中に、排気管
から白い煙（水蒸気）が出る場
合がある

l 燃焼処理中は作動音（シューと
いう音）が出る場合がある

l 燃焼処理中は加速が悪くなる場
合がある

マルチインフォメーションディス
プレイ内の表示でススの堆積量を
確認することができます。
排出ガス浄化スイッチを押したとき、ま
たは警告メッセージと一緒に表示されま
す。表示される情報は、参考としてご利
用ください。

少ない

多い

l マルチインフォメーションディ
スプレイに“DPF再生不十分

注意
n排出ガス浄化装置の故障を防ぐため
に

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、排出ガス浄化装置やエ
ンジンなどの損傷につながるおそれが
あります。

lマルチインフォメーションディスプ
レイに“DPF 再生不可　販売店で
点検してください”と表示されたま
ま長時間走行しない

l指定以外の燃料を補給しない

l指定の規格に相当する品質以外のエ
ンジンオイルを使用しない

l排気管の改造をしない

l排気管の腐食や亀裂、異音の発生な
どがないか定期的に点検する
異常が発見された場合は、すみやか
にトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

燃焼（再生）処理について

排出ガス浄化装置について

排ガス浄化装置堆積モニターに
ついて

排出ガス浄化装置の警告メッ
セージが表示されたときは

A

B
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　取扱書を確認ください”と表
示されたときは、次の手順で燃
焼処理を行ってください。

 走行して燃焼処理を行う場合

次の運転手順を推奨します。※1
･ 継続運転（例：時速60km で
20 ～ 30 分間）

･ 短い距離の走行を回避、または
継続運転（長時間エンジンをか
けたまま）

燃焼（再生）処理の運転を行う前にエン
ジンが暖まっていることを確認してくだ
さい。エンジンが冷えているときは、シ
フトダウンしてエンジン回転数を上げる
ことでエンジンを暖めてください。※2

燃焼（再生）処理が終了すると、マルチ
インフォメーションディスプレイの警告
メッセージが消えます。運転の状況（渋
滞など）によってはススがさらに堆積し、
警告メッセージが消えないことがありま
す。運転後も警告メッセージが消えない
ときは、スイッチ操作で燃焼処理を行っ
てください。
※1走行時は道路交通法に従い、天候、路
面状況、地形、交通状況を考慮し、十
分に注意してください。

※2状況により、エンジン回転数が
3000rpm になるまでシフトダウン
する必要があります。エンジン冷却
水、または排出ガスの温度が低いと、
燃焼（再生）処理に時間がかかった
り、燃焼（再生）処理ができなかった
りする場合があります。

 スイッチを操作して燃焼処理を
行う場合

1 車を安全な場所に停車する
2 パーキングブレーキを確実にか
け、シフトレバーをP にする

エンジンは停止しないでください。

また、排気管の周辺に可燃物等がないこ
とを確認してください。（P.148）

エンジンが暖まっていることを確認して
ください。エンジンが冷えているときは、
アクセルペダルを踏み込んでエンジンを
暖めてください。※3

3 排出ガス浄化スイッチを押す
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示され、アイドリング
回転数が上がります。

燃焼（再生）処理が終了するまでに、約
15 ～ 40 分※4程度の時間が必要です。

燃焼（再生）処理が終了すると、
マルチインフォメーションディス
プレイの警告メッセージが消え、
アイドリング回転数がもとにもど
ります。
※1走行時は道路交通法に従い、天候、路
面状況、地形、交通状況を考慮し、十
分に注意してください。

※2状況により、エンジン回転数が
3000rpm になるまでシフトダウン
する必要があります。エンジン冷却
水、または排出ガスの温度が低いと、
燃焼（再生）処理に時間がかかった
り、燃焼（再生）処理ができなかった
りする場合があります。

※3状況により、エンジン回転数が
3000rpm になるまでアクセルペダ
ルを踏み込む必要があります。エンジ
ン冷却水、または排出ガスの温度が低



151

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

いと、燃焼（再生）処理に時間がか
かったり、燃焼（再生）処理ができな
かったりする場合があります。

※4燃焼（再生）に必要な時間は、外気温
により異なります。また、排出ガス 
浄化スイッチを押してから10 分後の
エンジン回転数が約2000rpm のと
きは、排気ガスの温度が低い状態で
す。その場合は、アクセルペダルを 
踏み込んで、しばらくのあいだ約
3000rpm までエンジン回転数を上
げてください。

l マルチインフォメーションディ
スプレイに“DPF 再生不十分 
取扱書を確認し手動再生を実施
ください” と表示されたとき
は、スイッチ操作で燃焼処理を
行ってください。（P.149）

l マルチインフォメーションディ
スプレイに“DPF 再生不可　
販売店で点検してください”と
表示されたときは、ただちに
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

知識
n燃焼処理について

l排出ガス浄化スイッチを押したあとは、
アクセルペダルを踏まないでください。
ペダルを踏むと処理が中断されます。
処理が中断されてしまった場合は、す
みやかに燃焼処理をやり直してくださ
い。

l燃焼（再生）処理が終了した後は、排
気管をきれいにするために数回空ぶか
しをしてください。

l走行直後など排気管の温度が高いとき
に行うと、エンジンが冷えているとき
よりも早く処理が終了します。

nエンジンオイルについて

必ず指定の規格に相当する品質のオイル
をご使用ください。（P.240）

n排出ガス浄化装置の警告メッセージに
ついて

走行距離が短い運転が連続したときや、
ひんぱんなアイドリングストップを行っ
た場合などに、通常より早く排出ガス浄
化装置の警告メッセージが表示される場
合があります。

注意
n排出ガス浄化装置の警告メッセージ
が表示されたとき

排出ガス浄化装置の警告メッセージが
表示されたまま走行を続けると、エン
ジン警告灯が点灯します※。そのまま
放置すると、排出ガス浄化装置やエン
ジンが損傷するおそれがあるため、た
だちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
※このときは、排出ガス浄化スイッチ
が機能しなくなります。
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n ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
n ブレーキアシスト
急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
n VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。
n TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
n アクティブTRC（トラクション
コントロール）

すべりやすい路面や険しいオフ
ロードでの発進時や加速時に生じ
る車輪の空転を4 輪別々に抑制す
ると共に車両の方向安定性と駆動
力を確保します。

n ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。

知識
nABS・VSC・TRC／アクティブ TRC
が作動しているとき

ABS・VSC・TRC／アクティブ TRCが
作動しているときは、スリップ表示灯が
点滅します。

nTRC／アクティブTRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRC／アクティブ TRC が作動
していると、アクセルペダルを踏み込ん
でもエンジンの出力が上がらず、脱出が
困難な場合があります。このようなとき
に、VSC OFF スイッチを押すことによ
り、脱出しやすくなる場合があります。

TRC／アクティブ TRC を停止するには
VSC OFF スイッチを押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC Off しました” と表示されま
す。もう一度スイッチを押すと、システ
ム作動状態にもどります。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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nTRC／アクティブ TRC・VSCを停止
するには

TRC／アクティブ TRC・VSCを停止す
るには、停車時にVSC OFF スイッチを
押し3 秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 
Off しました” と表示されます。※

もう一度スイッチを押すと、システム作
動状態にもどります。
※プリクラッシュブレーキアシスト・プ
リクラッシュブレーキも停止します。
PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。（P.122）

nVSC OFFスイッチを押さなくてもマル
チインフォメーションディスプレイに
TRC OFF 表示がされたとき

TRC／アクティブ TRCが一時的に作動
できない状態になっています。表示が継
続する場合はトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

nヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

lシフトレバーの位置がPまたはN以外
（前進または後退での上り坂発進時）

l車両停止状態

lアクセルペダルを踏んでいない

lパーキングブレーキがかかっていない

lエンジンスイッチがON

nヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

lシフトレバーをPまたはNの位置にした

lアクセルペダルを踏んだ

lブレーキペダルを踏んで、かつパーキ

ングブレーキをかけた

lブレーキペダルから足を離して最大2 
秒経過した

lエンジンスイッチがOFF

nABS・ブレーキアシスト・VSC・
TRC／アクティブ TRC・ヒルスター
トアシストコントロールの作動音と振
動

lエンジン始動時や発進直後や、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなどに、
エンジンルームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

l上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。
･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABSの作動時に、ブレーキが小刻みに
動く
･ ABSの作動終了後、ブレーキペダルが
少し奥に入る

nTRC／アクティブ TRC・VSCの自動
復帰について

TRC／アクティブ TRC・VSCを作動停
止にしたあと、以下のときはシステム作
動可能状態にもどります。

lエンジンスイッチをOFF にしたとき

l（TRC／アクティブ TRC のみを作動停
止にしている場合）車速が高くなった
とき

ただし、TRC／アクティブ TRC と VSC 
の作動を停止している場合は、車速によ
る自動復帰はありません。

n長時間の使用について

ブレーキシステムが異常過熱するおそれ
があるため、ブザーが鳴り、TRC OFF 表
示灯が点灯するかマルチインフォーメー
ションディスプレイに“TRC Off しまし
た”と表示され、TRC／アクティブ
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TRCとヒルスタートアシストコントロー
ルが一時的に作動出来なくなります。こ
の場合、速やかに安全な場所に停車して、
表示が消えるまでブレーキシステムを十
分に冷却してください。（この間の通常走
行は可能です）

しばらくして、TRC OFF 表示灯が消えれ
ば、TRC／アクティブTRCとヒルス
タートアシストコントロールが作動可能
となります。

n衝突時の急加速抑制について

l次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約60km/h 以下のとき
･ SRSエアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき

･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを早く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア
クセルペダルを早く強く踏み込んだ※

とき
※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

l次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

lアクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

警告
nABSの効果を発揮できないとき

lタイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

l雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

nABSが作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABSは制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

l泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

l道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

l凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

nTRC／アクティブTRCやVSCの効
果を発揮できないとき

すべりやすい路面では、TRC／アク
ティブTRCや VSCが作動していて
も、車両の方向安定性や駆動力が得ら
れないことがあります。車両の方向安
定性や駆動力を失うような状況では、
特に慎重に運転してください。

nヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

lヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

lヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。
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警告
nスリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC ／アクティブ TRC・VSCが作動
中であることを知らせています。常に
安全運転を心がけてください。無謀な
運転は思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。表示灯が点滅したら特
に慎重に運転してください。

nTRC／アクティブ TRCや VSCを
OFFにするときは

TRC ／アクティブ TRCや VSCは駆
動力や車両の方向安定性を確保しよう
とするシステムです。
そのため、必要なとき以外はTRC／
アクティブ TRC・VSCを作動停止状
態にしないでください。TRC／アク
ティブ TRCや VSCを作動停止状態に
したときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

nタイヤまたはホイールを交換すると
きは

4 輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（P.243）
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC／アクティブ TRC・VSCなど、
運転を補助するシステムが正常に作動
しません。タイヤ、またはホイールを
交換するときは、トヨタ販売店に相談
してください。

nタイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

nトレーラーがふらつくときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

lハンドルをまっすぐ、しっかりと
握ってください。ハンドルを操作し
てトレーラーのふらつきを抑えよう
としないでください。

lアクセルペダルから急に足を離さず、
徐々に離して速度を落としてくださ
い。速度を上げないでください。ブ
レーキを掛けないでください。

n衝突時の急加速抑制

l衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。
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常時通電端子（+）

エンジンスイッチ“ON”時通
電端子（+）
エンジンスイッチ“ACC”時
通電端子（+）
アース端子（－）

ヒューズ

アクセサリコネクタ

アクセサリコネクタは、各種電
装品の電源としてお使いくださ
い。

位置

アクセサリコネクタ

1
2

4

3

A

B

C

D

E

警告
n車の故障や、車両火災を防ぐために

必ず次のことをお守りください。

お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

l必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

lヒューズやアクセサリコネクタを改
造しないでください。

lアクセサリコネクタの消費電力合計
は240W 以下（DC12V で最大電
流20A以下）になるようにしてく
ださい。

lアクセサリコネクタの通電端子に水
などがかかったりしないように常時
フタを閉めておいてください。

l通電端子に接続してある電線が、隣
接する端子に接触しないようにして
ください。

l各種電装品を取りつける際は、通電
端子の緩みなきよう締め付けてくだ
さい。

注意
nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンを停止した状態でアクセサリ
コネクタを長時間使用しないでくださ
い。

nヒューズが切れるのを防ぐために

各端子（+）とアース端子（－）間の
最大電流（最大消費電力）は下記の容
量をこえないようにしてください。

l常時通電端子：DC12V/11A
（132W）
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ラジオ使用時は、いっぱいまで引
き出してください。

注意
lエンジンスイッチ“ON”時通電端
子：DC12V/6A（72W）

lエンジンスイッチ“ACC”時通電端
子：DC12V/6A（72W）

アンテナ

ラジオを使用するときは

注意
nアンテナの損傷を防ぐために

次のようなときはアンテナを格納して
ください。

l車庫の天井などにアンテナがあたる
とき

lカーカバーをかけるとき

l自動洗車機で洗車するとき
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l 次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液
･ 燃料

l バッテリーの点検を受けてくだ
さい。

l 冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（後部タイヤ用）を使
用してください。
タイヤは4輪とも同一サイズで
同一銘柄のものを、タイヤ
チェーンはタイヤサイズに合っ
たものを使用してください。（タ
イヤについて：P.189）

知識
nタイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

l安全に作業できる場所で行う

l後2輪に取り付ける

lタイヤチェーンに付属の取り扱い説明
書に従う

l取り付け後0.5 ～ 1.0km走行したら締
め直しを行う

n燃料について

軽油は外気温が低温になると凍結し、燃

料配管のつまりなどの故障の原因となり
ます。寒冷地へ行くときは、現地に着く
までに燃料残量を半分以下にしておき、
現地に着いたら寒冷地用燃料を補給して
ください。

※環境や使用状況により異なります。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬の前の準備について

使用燃料 使用限界温度の目安※

JIS 2 号軽油 － 5 ℃

JIS 3 号軽油 － 12 ℃

JIS 特 3 号軽油 － 19 ℃

警告
n冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l指定サイズのタイヤを使用する

l同一メーカー・同一銘柄・同一ト
レッドパターン（溝模様）のタイヤ
を使用する

l摩耗差の著しいタイヤを混ぜて装着
しない

l空気圧を推奨値に調整する

l装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

l冬用タイヤを装着する際は、必ず4
輪とも装着する
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
l ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を解かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。

l フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。

l 外装ランプ・ドアミラー・ドア
ガラス・車両の屋根・タイヤの
周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いて
ください。

l 乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

知識
n寒冷地用ワイパーブレードについて

l降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

l高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

警告
nタイヤチェーンを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

l装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

l路面の凹凸や穴を避ける

l急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

lカーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

lLDA（レーンディパーチャーアラー
ト）を使用しない

注意
nタイヤチェーンの使用について

lこの車両に適合したトヨタ純正タイ
ヤチェーンのご使用をおすすめしま
す。
なお、トヨタ純正品以外のタイヤ
チェーンの中には、使用すると車体
にあたり、走行のさまたげになるお
それがあるものもあります。市販の
タイヤチェーンを使用する場合は、
車体に干渉しないことをあらかじめ
ご確認ください。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

lアルミホイールにタイヤチェーンを
取り付けると、ホイールに傷が付く
ことがあります。

運転する前に

注意
nガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。 ガ
ラスがひび割れるおそれがあります。



160 4-6. 運転のアドバイス

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

l パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトレバーをPに入れて駐車
し、必ず輪止め※1をしてくだ
さい。輪止めをしないと、車が
動き思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

l パーキングブレーキをかけずに
駐車するときは、シフトレバー
をPに入れた状態でシフトレ
バーが動かないこと※2を確認
してください。

※1輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

※2ブレーキペダルを踏まないでPから
シフトするときにロックがかかりま
す。シフトできる場合は、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられま
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

運転するとき

駐車するとき
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吹き出し口切りかえレバー

外気導入・内気循環切りかえレバー

温度調整レバー

ファン調整スイッチ

エアコンスイッチ

n エアコン（冷房・除湿機能）の
ON・OFF を切りかえるには

エアコンスイッチをOFF 以外の位
置にするとエアコンが作動する
ファン調整スイッチが作動中のときエア
コンを作動させることができます

n 温度をかえるには
温度調整レバーを右（暖）か左
（冷）へ操作する
エアコンスイッチがOFF のときは送風
または暖房で使用できます。

n 風量をかえるには
ファン調整スイッチを右（増）か
左（減）へまわす
送風を止めるときはスイッチをOFF の
位置にしてください。

n 吹き出し口を切りかえるには
吹き出し口切りかえレバーを操作
して吹き出し口を選ぶ
n 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、

エアコン

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E
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風が出る位置や風量が変化します。

n 風向きの調整と吹き出し口の開
閉

 インストルメントパネル上部

 インストルメントパネル下部

風向きの調整

吹き出し口の開閉

n 内気循環／外気導入を切りかえ
るには

外気導入・内気循環切りかえレ

バーを の位置にすると外気

導入、 の位置にすると内気

循環に切りかわります。
n フロントウインドウガラスの曇
りを取る

吹き出し口切りかえレバーを

の位置 にし、外気導入・

内気循環切りかえレバーを

の位置にする

エアコンスイッチをOFF 以外にすると
曇りが早く取れます。

n リヤウインドウデフォッガー
リヤウインドウガラスの曇りを取
るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガース
イッチを押す
リヤウインドウデフォッガーがONのと
きは、スイッチの作動表示灯が点灯しま
す。
リヤウインドウデフォッガーは、しばら
くすると自動的にOFF になります。

n アイドルアップ機能
寒冷時に暖房効果を高めるために
ご使用ください。
アイドルアップスイッチを押す
アイドル回転数が上がります。もう一度
スイッチを押すと、もとのアイドル回転
数にもどります。

A

B
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n パワーヒーター
エンジン冷却水の温度が低いとき、
寒冷時に車内を急速に暖めるとき、
車内の暖房効果を保持するときに
使用してください。
パワーヒーターを使用するには、
パワーヒータースイッチを押す
パワーヒーターがONのとき、スイッチ
の作動表示灯が点灯します。

スイッチを押した状態でエンジン停止後
にエンジンを再始動すると、アイドル回
転数が上がります。

知識
nガラスの曇りについて

l車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、エア
コンスイッチをOFF以外にすると、吹
き出し口から除湿された風が出るため、
効果的に曇りを取ることができます。

lエアコンスイッチをOFF にすると、ガ
ラスが曇りやすくなります。

l内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

n外気導入・内気循環について

トンネルや渋滞などで、汚れた外気を車
内に入れたくないときや、外気温度が高
いときに冷房効果を高めたい場合は、内
気循環にすると効果的です。

n外気温度が0℃近くまで下がったとき

エアコンをONにしても除湿機能が働か
ない場合があります。

n換気とエアコンの臭いについて

l車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

lエアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

nPTCヒーター

エンジン冷間時の暖房効果を高めます。
次の条件をすべて満たすと、自動的に作
動します。

lファンが作動しているとき

l最大暖房時

lエンジン冷間時

l外気温が低いとき

nエアコンフィルターについて

P.192
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警告
nフロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

l外気の湿度が非常に高いときにエア
コンを低い設定温度で作動させてい
るときは、吹き出し口切りかえレ

バーを の位置に合わせない

でください。外気とガラスの温度差
でガラスの外側が曇り、視界をさま
たげる場合があります。

lフロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために、吹き出し
口を遮るようなものを置かないでく
ださい。送風が遮られ、曇りが取れ
にくくなることがあります。

注意
nバッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。
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温度調整レバー

リヤヒータースイッチ

n リヤヒーターを使用するには
スイッチの“HI”（強風）または
“LO”（弱風）側を押す
使用しないときはスイッチを中立の位置
にしておいてください。

n 温度を変更するときは
温度調整レバーを“WARM”
（暖）か“COOL”（冷）へ操作
する
使用しないときは温度調整レバーを
“COOL”の位置にしておいてくださ
い。

リヤヒーター

リヤエアコン操作スイッチについて

A

B



167

5

5-2. 室内灯のつけ方
室
内
装
備
・
機
能

5-2. 室内灯のつけ方

フロントルームランプ（P.167)

リヤルームランプ（P.167)

1 ランプを点灯する
2 ランプを消灯する

1 ランプを消灯する
2 ドアの開閉に連動して、ランプ
点灯・消灯を切りかえる（ドア
ポジション）

3 ランプを点灯する

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

フロントルームランプ リヤルームランプ



168 5-2. 室内灯のつけ方

注意
nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、長時間点
灯しないでください。
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5-3. 収納装備

グローブボックス（P.170）

オープントレイ（P.172）

フロントコンソールボックス（P.170）

センターコンソールボックス（P.170）

リヤコンソールボックス（P.170）

ドアポケット（P.172）

ボトルホルダー（P.172）

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D

E

F

G
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1 キーで解錠
2 キーで施錠
3 開ける（レバーを引き上げる）

知識
n施錠・解錠について

サブキー（灰色）ではグローブボックス

の施錠・解錠はできません。

 フロントコンソールボックス

 センターコンソールボックス

警告
n収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

l室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

l室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

l収納装備を使わないときは、フタを
必ず閉じてください。急ブレーキや
急旋回時などに、開いたフタに体が
あたったり、収納していたものが飛
び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

グローブボックスを使うには

警告
nグローブボックスを使用しないとき
は

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

コンソールボックスを使うには
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 リヤコンソールボックス

リヤコンソールボックスを開けるにはレ
バーを引く

知識
nペンホルダーについて

リヤコンソールボックスのフタの裏側に
ペンホルダーがあります。

n中間トレイについて

ボックス内の中間トレイは取りはずすこ
とができます。

警告
nコンソールボックスを使用しないと
きは

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

nコンソールボックスを開閉するとき
は

指などを挟まないよう注意してくださ
い。

n収納してはいけないもの（フロント
コンソールボックス）

フロントコンソールボックスにものを
入れるときは、次の注意事項を守って
ください。

急ブレーキや急ハンドル時などに収納
していたものが飛びだし、ペダル操作
のさまたげとなるおそれがあるほか、
運転者の注意力がにぶり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

lドリンクホルダーとして、使用しな
いでください。

lボックスの端よりも高くものを積み
重ねないでください

lボックスの端からはみ出してものを
置かないでください

フロントコンソールボックスとインス
トルメントパネルとのあいだにはすき
間があるため、ものを落とさないよう
ご注意ください。
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 助手席側

 センターパネル

 センター

 ドア

知識
nボトルホルダーについて

lペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

lペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

ドアポケット

オープントレイ

警告
nオープントレイを使う時は

オープントレイには、転がりやすいも
のや、凹面からはみ出るようなものを
置かないでください。

急ブレーキ時などに収納していたもの
が飛び出すなど、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

ボトルホルダーを使うには
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フックを起こして使用する
フックを使って荷物を固定することがで
きます。

警告
n収納してはいけないもの

センターボトルホルダー：カップホル
ダーにはカップや缶以外のものを置か
ないでください。急ブレーキや事故に
より収納していたものが飛び出し、け
がをするおそれがあります。やけどを
防ぐために温かい飲み物にはフタを閉
めておいてください。

ドアボトルホルダー：ボトルホルダー
には、ジュースなどが入っている紙
コップ・ガラス製のコップなどを収納
しないでください。ジュースなどがこ
ぼれたり、ガラス製品が割れたりする
おそれがあります。

ラゲージルーム内装備

デッキフック

警告
nデッキフックを使用しないときは

けがをしないように、必ずもとの位置
にもどしておいてください。
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5-4. その他の室内装備の使い方

1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

ボタンを押して時刻を調整するこ
とができます。

“時”を調整する（H）

“分”を調整する（M）

“分”を00 にする（:00）
（例）1:00 ～ 1:29 → 1:00
1:30 ～ 1:59 → 2:00

知識
n次のとき、時刻が表示されます。

lエンジンスイッチが“ACC”または“ 
ON”のとき、時刻が表示されます。

nバッテリー端子を脱着したとき

l時刻は自動で1：00 にセットされま
す。

DC5V/3A（消費電力15.75W）
の電源としてお使いください。
このUSB Type-C 端子は充電専
用でありデータ転送などは行えま
せん。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
扱説明書もお読みください。

知識
n充電用USB Type-C 端子の作動条件

エンジンスイッチが "ACC" または "ON"
のとき

n充電用USB Type-C 端子が正常に働か
ないおそれのある状況

lDC5V/3A（消費電力15.75W）をこ
える電力を要求する機器を接続したと
き

その他の室内装備

サンバイザーを使うには

時計

H

M

A

B

C

充電用USB Type-C 端子
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lパソコンと通信を行う機器を接続した
とき

l接続機器の電源がOFFのとき（機器に
より異なります）

l炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

n使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

DC12V/10A（消費電力120W）
未満の電気製品を使用するときの
電源としてお使いください。

フタを開けて使用する

知識
n作動条件

エンジンスイッチが "ACC" または "ON"
のとき

注意
n充電用USB Type-C 端子の損傷を防
ぐために

l端子部に異物を入れないでください。

l水や液体をかけないでください。

l強い力や衝撃を加えないでください。

l分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

n外部機器の損傷を防ぐために

l機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

l機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

nバッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、充電用
USB Type-C 端子を長時間使用しない
でください。

アクセサリーソケットを使うに
は

注意
nヒューズが切れるのを防ぐために

DC12V/10A（消費電力120W）以
上の電気製品を使用しないでください。

nショートや故障を防ぐために

ソケットに異物が入ったり、飲料水な
どがかかったりしないように、使用し
ないときはフタを閉めておいてくださ
い。

nバッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態でアクセサ
リーソケットを長時間使用しないでく
ださい。
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 回転式
天井に取り付けられているアシストグリップは、走行中にシートに座って
いる状態で体を支えるときにお使いください。

 固定式
ピラーに取り付けられているアシストグリップは、乗降時などにお使いく
ださい。

アシストグリップをを使うには

警告
nアシストグリップ（回転式）につい
て

乗降時やシートから立ち上がるときな
どに使用しないでください。

注意
nアシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。
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お手入れのしかた

6-1. お手入れのしかた
外装の手入れ.............................178

内装の手入れ.............................181

6-2. 簡単な点検・部品交換
ボンネット.................................183
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エアコンフィルターの清掃......192
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電球（バルブ）の交換..............198
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6-1. お手入れのしかた

l 水を十分かけながら、車体・足
まわり・下まわりの順番に上か
ら下へ汚れを洗い落とす

l 車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う

l 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す

l 水をふき取る
l 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイール
コート・ガラスコートなど、トヨ
タケミカル商品を施工された場合
は、お手入れ方法が異なります。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合
わせください。

知識
n自動洗車機を使うとき

lドアミラーおよびアンテナを格納し、
車両前側から洗車してください。また、
走行前は必ずドアミラーを復帰状態に
もどしてください。

lワイパーが格納位置にあることを確認
してください。

lブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

l自動洗車機に入れる前に、車両の給油
口がしっかり閉まっていることを確認
してください。

n高圧洗浄機を使うとき

l室内に水が入るおそれがあるため、ノ
ズルの先端をドアやガラスの開閉部に
近付けすぎたり、同じ場所に連続して
あてたりしないでください。

l駆動系部品（ディファレンシャルギヤ
など）のベアリングやオイルシール部
品に近付けすぎないでください。

近付けすぎると、水圧が高いため、内部
への水入りやグリス流出により、性能が
劣化するおそれがあります。

nホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール非装着車）

l中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

l洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

l塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。
･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない
･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

nホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール装着車）

マット塗装のホイール・ホイールキャッ
プの場合はお手入れ方法が異なります。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。

l水洗いで早めに汚れを落としてくださ
い。
汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄め
て使用してください。

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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l洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流し、柔らかい布で水滴をふ
き取ってください。

lスポンジまたは柔らかい布を用いて手
洗いで汚れを落としてください。

lマット塗装の損傷や艶が出ることを防
ぐために、次のことをお守りください。

･ コーティング剤やワックスは使用しな
い

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ タイヤクリーナやタイヤワックスを付
着させない

･ 乾いた布やブラシ等で磨いたり、こ
すったりしない

･ 自動洗車機を使用する際は、ホイール
専用ブラシでの洗浄を行わない

･ 高圧式スプレーガンやスチームクリー
ナは使用しない

･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

nブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

nバンパーおよびオーバーフェンダーに
ついて

l研磨剤入りの洗剤でこすらないように
してください。

lリヤバンパーの上にスペアタイヤを搭
載しているため、バンパーが経時的に
汚れることがあります。タイヤカ
バー※を装着することで汚れを防止す
ることができます。

※タイヤカバーはトヨタ販売店で購入す
ることができます。

nメッキ部分のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、

次の方法でお手入れをしてください。

l中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

l乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

l油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
n洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

n排気管について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

注意
n塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

l次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき
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注意
l塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

lホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

nランプの清掃

l注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

lランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

n高圧洗車機を使うとき

l洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。高い水圧により衝撃が加わり、
装備が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

lレーダー専用カバー裏に搭載されて
いるレーダーに直接水をかけないで
ください。部品故障の原因になるお
それがあります。

lノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。高い水圧がかかること
により、部品が損傷するおそれがあ
ります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

lモール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm 以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。 

lフロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

l高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。
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l 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る

l 汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1 % にうすめてや
わらかい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
nカーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

nシートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

車内の手入れをするには

警告
n車両への水の浸入

l車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。電気部品など
に水がかかると、故障や車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

lSRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（P.25）
電気の不具合により、エアバッグが
作動したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

n内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
n清掃するとき使用する溶剤について

l変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

l艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

n床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。
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l 掃除機などでほこりを取り除く
l 中性洗剤を水で約1%にうすめ
てやわらかい布に含ませふき取
る

l 水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

注意
nリヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

l熱線を損傷するおそれがあるため、
ガラスクリーナーなどを使わず、熱
線にそって水またはぬるま湯を含ま
せた布で軽くふいてください。

l熱線を引っかいたり、損傷させない
ように気を付けてください。

合成皮革部分の手入れをするに
は
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6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを上に引いてフックをは
ずし、ボンネットを持ち上げる

3 ボンネットステーをステー穴に
挿し込む

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
n走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

nけがを防ぐために

走行後のエンジンルーム内は高温に
なっています。熱くなった部品にさわ
るとやけどなどの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

nエンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。
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警告
nボンネットステーをステー穴に挿し
込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこな
いように、正しく挿し込まれているか
確認してください。

nボンネットを閉めるときは

ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

注意
nボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

nボンネットを閉めるとき

ボンネットステーをステー穴から取り
はずし、クリップに正しくもどしてく
ださい。ボンネットステーが差し込ま
れた状態でボンネットを閉めると、ボ
ンネットが損傷するおそれがあります。
またボンネットを閉めるときは20cm
以上の高さで落下させないでください、
部品が破損するおそれがあります。
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AdBlue® の消費量は運転状況や走行環境などにより異なります。

AdBlue® の消費量が多くなると、AdBlue® の補給が必要になるまでの
走行可能距離が短くなります。

※1高地（標高が高いとき）や気温が低い時も、AdBlue® の消費量が増加します。
※2通常の走行では、約500km走行すると、1Lの AdBlue® を消費します。また、最
大まで補充した状態から約10000km走行すると、残量がなくなります。

マルチインフォメーションディス
プレイ内の表示でAdBlue® 残量
を確認することができます。

メーター操作スイッチ（P.52）で

(車両情報 )を選択してください。

AdBlue®（尿素水）の補充

この車は排気ガス中の窒素酸化物を低減するためにAdBlue® を使用し
ています。AdBlue® について、次のことにご留意ください。

l AdBlue® は走行に従って消費されます。

l AdBlue® の残量がなくなると、エンジンを再始動できなくなります。

l 補充する際は、トヨタ販売店で補充することをおすすめします。

走行可能距離について

走行可能距離

短※1 長

［高負荷走行］ ［通常走行］※2 ［低負荷走行］

･ アクセルを深く踏み込ん
でいるとき

･ 長い上り坂を走行してい
るとき

･ 排出ガス浄化装置が働い
ているとき

･ 短距離を走行するとき

･ 渋滞のとき

AdBlue® 残量表示
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“F” ( 多い )

“E” ( 少ない )

AdBlue® の残量が少なくなると警
告メッセージ（P.216）と警告
灯でお知らせします。
走行可能距離が約2400km 以下になる
と警告灯が点灯し、警告メッセージが表
示されます。

n マルチインフォメーションディ
スプレイにAdBlue® に関する
警告メッセージが表示されたと
き

それぞれ、次のように対処してく
ださい。

※1走行距離は、目安としてご利用くださ
い。補充方法・運転状況・走行環境な
どにより、表示された走行可能距離と
実際の走行距離とが異なる場合があり
ます。（P.185）

※2警告メッセージに合わせてブザーが鳴
ります。

AdBlue® の警告灯・警告メッ
セージ

A

B

警告メッセージ 対処方法

AdBlue が低下 
2400km以内に 
補充必要 取扱書を
確認※1

AdBlue® をいっぱ
いまで補充してく
ださい。

あと800kmで 再
始動不可 AdBlue
補充必要 取扱書を
確認※1, 2

ただちにAdBlue®

をいっぱいまで補
充してください。
表示されている距
離をこえて走行す
ると、エンジンを
再始動できなくな
ります。

エンジン再始動不
可 AdBlue 補充必
要 取扱書を確認
※2

ただちにAdBlue®

をいっぱいまで補
充してください。

エンジンを停止さ
せると、再始動で
きません。

注意
nAdBlue® の残量が少なくなったとき

AdBlue® の残量がなくなると、エンジ
ンを始動できなくなります。
残量がなくなる前にAdBlue® をいっ
ぱいまで補充してください。
トヨタ販売店で補充することをおすす
めします。
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n AdBlue® の補充
1 平坦な場所に駐車してエンジン
スイッチをOFF にし、補給扉
を開ける

2 補給口のキャップを開け、あふ
れないようゆっくりと
AdBlue® をいっぱいまで補充
する

開ける

閉める
キャップが“カチッ”と鳴るまで閉め
てください。

3 補給扉を閉じる
補給扉がきちんと閉じていることを確認
してください。

4 エンジンが始動することを確認
する

警告灯・警告メッセージが消えたことを

確認してください。

知識

nAdBlue® の補充について

AdBlue®（ISO 22241-1 に準拠したも
の）を使用してください。

AdBlue® は、Verband der 
Automobilindustrie e.V.（VDA）の登
録商標です。

排出ガス削減のためにAdBlue® が必要
な場合、AdBlue® を消費しない車両を使
用することは関連法規に違反する可能性
があります。

nAdBlue® を補充するとき

AdBlue® の補充後は、エンジンが始動す
るまでの時間が通常よりも数秒、長くな
ることがあります。

nAdBlue® タンクについて

タンク容量は20.0 L です。

AdBlue® を補充するには

A

B

注意
nAdBlue® を補充するとき

AdBlue® を補充するときは次のことを
お守りください。お守りいただかない
と車両の部品や塗装などの損傷、また、
異物混入による故障につながるおそれ
があります。

lAdBlue® 以外の尿素水を補充しない

lAdBlue® が車両の塗装部分に付着し
てしまった場合は、すぐに水で洗い
流す

l補給口のキャップを落とさない

l補給口のキャップを紛失しない

l補給口のキャップ無しで走行しない
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液量を確認し、不足しているとき
は、キャップを開けてウォッ
シャー液を補充する。
 フロント

 リヤ

注意
nAdBlue® の保管について

AdBlue® を保管するときは次のことを
お守りください。お守りいただかない
と車両の部品や塗装の損傷、また、
AdBlue® の成分が変質し異臭の発生に
つながるおそれがあります。

lAdBlue® を車内に放置しない

lAdBlue® の容器を密閉し、直射日光
の当たらない、換気の良い冷暗所に
保管する

ウォッシャー液の補充

補充するには
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
l タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

l タイヤの亀裂・損傷の有無
l タイヤの溝の深さ
l タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
nタイヤ空気圧について

前輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

後輪：240kPa（2.4kg/cm2）※

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。
※タイヤが冷えているときの空気圧

警告
nウォッシャー液を補充するとき （フ
ロント）

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。ウォッシャー
液にはアルコール成分が含まれている
ため、エンジンなどにかかると出火す
るおそれがあり危険です。

注意
nウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

nウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
10,000kmごとに行ってくだ
さい。

タイヤの点検項目
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nタイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

警告
n点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

lタイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

lメーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

lラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

lサマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

n異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

l破裂などの修理できない損傷を与え
る

l車両が横すべりする

l車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

n異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。走行中にタイヤの
空気が抜けて、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

nタイヤ交換時の注意

ねじ部にオイルやグリースを塗らない
でください。ナット部を締めるときに
必要以上に締め付けられ、ボルトが破
損したり、ディスクホイールが損傷す
るおそれがあります。またナットがゆ
るみホイールが落下して、重大な事故
につながるおそれがあります。オイル
やグリースがねじ部に付いている場合
はふき取ってください。

注意
n走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。

n悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は
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タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命をの
ばすために、トヨタは定期点検ごとのタ
イヤローテーションをおすすめします。

知識
nタイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

l燃費の悪化

l乗り心地や操縦安定性の低下

l摩耗によるタイヤ寿命の低下

l安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

nタイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

lタイヤが冷えているときに点検する

lタイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

l走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

l荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に1回以上実施してくださ
い。（P.243）
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1 エンジンスイッチを“LOCK”
にする

2 グローブボックスを開き、グ
ローブボックス側面を内側に押
して上部のツメを片側ずつはず
し、下部のツメをはずして取り
はずす

3 エアコンダクトのクリップをは
ずし、エアコンダクトを取りは
ずす

クリップの脱着方法（ P.193）

4 フィルターを取りはずして清掃
する

警告
nタイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

l過度の摩耗

l偏摩耗

l操縦安定性の低下

lタイヤの過熱による破裂

lタイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

lホイールの変形、タイヤの損傷

l走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意
nタイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。

エアコンフィルターの清掃

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に清掃してください。

清掃するには
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水洗いするか、裏面からエアブローでほ
こりを取り除きます。

5 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

「 UP」マークの矢印が上を向くよう

に取り付けます。

知識
nエアコンフィルターの清掃について

エアコンを快適にお使いいただくために、
フィルターを定期的に清掃してください。

nエアコンの風量が減少したときは

フィルターの目づまりが考えられますの
で、フィルターを清掃してください。

nエアコンダクトを取りはずすときは

エアコンダクトのクリップをはずしてか
らエアコンダクトを取りはずします。

lクリップの取りはずし方

1 クリップの中心部分をドライバーなど
の先のとがったもので押す

2 クリップを引き抜く

lクリップの取りつけ方

1 クリップの中心部分を押してクリップ
頭部が出るようにする

2 クリップを差し込む

3 クリップの中心を押す

注意
nエアコンを使用するときの注意

lフィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

lフィルターは水洗いするか、エアブ
ローを使って清掃してください。ブ
ラシなどでこすると、フィルターが
損傷するおそれがあります。
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知識
nワイヤレスリモコンの電池が消耗して
いると

次のような状態になります。

lワイヤレス機能が作動しない

l作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
l マイナスドライバー
l 小さいマイナスドライバー
l リチウム電池：CR2032

知識
nリチウム電池CR2032の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく

ださい。

2 電池カバーをはずす

3 消耗した電池を取り出す
新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

ワイヤレスリモコンの電池
交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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警告
n取りはずした電池と部品について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

l誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

lワイヤレスリモコンにはコイン電池
もしくはボタン電池が使われていま
す。電池を飲み込むと、わずか2 時
間で重度の化学熱傷を引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

l新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

lカバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

l誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

n電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

l同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

l極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

l電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。

注意
n電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

n交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

lぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

l電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

l電極を曲げない
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1 エンジンスイッチを“LOCK”
にする

2 ヒューズボックスを開ける
 エンジンルーム（バッテリー後
方）

ツメを押しながら、カバーを持ち
上げる

 エンジンルーム（アクセサリコ
ネクタ）: P.156

 助手席足元 ( カウルサイドパネ
ル )

カバーを取りはずす

 助手席足元 ( インストルメント
パネル )

足元のカバーをとりはずし、
ヒューズボックスのカバーをとり
はずす
ヒューズボックスのカバーを取りはずす
ときや、取り付けるときはツメを押して
ください。

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

ヒューズの点検 •交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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4 ヒューズが切れていないか点検
する

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

知識
nヒューズを交換したあと

lカバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

l交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。
（P.198）

l交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

nバッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

n電球（バルブ）を交換するときは

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。一部の電球
は過電流を防止する専用回路に接続され
ているため、この車両指定のトヨタ純正
品以外は使用できない場合があります。

A

B

警告
n車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

l必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

lヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意
nヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。
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切れた電球のW（ワット）数を確
認してください。（P.244）

n フロント

フロント方向指示灯／非常点滅
灯
サイド方向指示灯／非常点滅灯

n リヤ

番号灯

後退灯

制動灯／尾灯

リヤ方向指示灯／非常点滅灯

n トヨタ販売店で交換が必要なラ
ンプ

次のランプが切れたときは、トヨ
タ販売店で交換してください。
l ヘッドランプ
l 車幅灯 /LEDデイタイムランニ
ングランプ

l フロントフォグランプ
l ハイマウントストップランプ

知識
nLED ランプについて

ヘッドランプ、車幅灯 /LEDデイタイム
ランニングランプ、フォグランプ、ハイ
マウントストップランプは、数個の LED 
で構成されています。もし LEDがひとつ
でも点灯しないときは、トヨタ販売店で
交換してください。

nレンズ内の水滴と曇り

次のようなときは、トヨタ販売店にご相
談ください。ただし、レンズ内の一時的
な曇りは、機能上問題ありません。

lレンズ内側に大粒の水滴が付いている

lランプ内に水がたまっている

n電球（バルブ）を交換するとき

P.197

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で
交換できます。電球交換の難易
度は電球によって異なります。
部品が破損するおそれがあるの
で、トヨタ販売店で交換するこ
とをおすすめします。

電球の用意

電球位置

A

B

A

B

C

D
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n フロント方向指示灯／非常点滅
灯

1 ネジ（２本）をはずす

2 ランプ本体の背面からソケット
を取りはずす

3 電球を取りはずす

4 バルブを取り付けるときは、取
りはずしたときの逆の手順で取
り付ける

n サイド方向指示灯／非常点滅灯
1 ランプ本体を前に押して取りは
ずす

2 ソケットを取りはずす

3 電球を取りはずす

4 バルブを取り付けるときは、取
りはずしたときの逆の手順で取
り付ける

電球交換のしかた
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n 制動灯／尾灯、リヤ方向指示灯
／非常点滅灯、後退灯

1 ネジ（4本）をはずしてランプ
のレンズ部分を取りはずす

2 電球を取りはずす

後退灯 

制動灯／尾灯 

リヤ方向指示灯／非常点滅灯
3 バルブを取り付けるときは、取
りはずしたときの逆の手順で取
り付ける

n 番号灯
1 ネジ（２本）をはずしてランプ
のレンズ部分を取りはずす

2 電球を取りはずす

3 バルブを取り付けるときは、取
りはずしたときの逆の手順で取
り付ける

A

B

C

警告
n電球を交換するとき

lランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。
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警告
l電球のガラス部を素手でふれないで
ください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、
電球に油脂や水分を付着させないた
めに、乾いた清潔な布などを介して
持ってください。また、電球を傷付
けたり、落下させたりすると球切れ
や破裂することがあります。

l電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。

l電球・ソケット・電気回路および構
成部品を、修理または分解しないで
ください。感電により、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

nお車の故障や火災を防ぐために

l電球が正しい位置にしっかりと取り
付けられていることを確認してくだ
さい。

l発熱による損傷を防ぐため、バルブ
を取り付ける前にバルブのワット数
を確認してください。
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7-1. まず初めに

l 非常点滅灯（P.205）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車しする。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

l 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる
2 車両の50m以上後方（ ）
に発炎筒（P.205）と停止表
示板を置くか、停止表示灯を使
用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ
い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
n停止表示板・停止表示灯について

l高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

l停止表示板のご購入については、トヨ
タ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた

A
A

B
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識
n非常点滅灯について

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時間
使用すると、バッテリーがあがるおそれ
があります。

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬
で発炎筒の先端をこすり、

着火させる
必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな
いでください。

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。（トンネル内や可燃物の
近くでは使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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知識
n発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる
 シフトレバーがNに入った場合
3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 エンジンを停止する
 シフトレバーがNに入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを“ACC”
にして、エンジンを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
n発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

lトンネル内

lガソリンなど可燃物の近く

n発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

l使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

l発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車を停止させてください。

車を停止するには
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l ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

l ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。

l ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。

l 水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
n水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンが停止し、
車が移動できなくなるおそれがあります。

警告
n走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき

lブレーキの効きが悪くなると共にハ
ンドルが重くなるため、車のコント
ロールがしにくくなり危険です。エ
ンジンを停止する前に、十分に減速
するようにしてください。

lキーを抜くとハンドルがロックされ
るため、キーは絶対に抜かないでく
ださい。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。車両が水没や漂流す
ることが予想される場合は、車
内に留まると危険です。落ち着
いて次のように対処してくださ
い。
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n緊急脱出用ハンマー※の使用について

合わせガラスは、緊急脱出用ハンマーで
割ることができません。この車両のドア
ガラスに合わせガラスは使用されていま
せん。
※詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。

警告
n走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。

車中泊が必要なときは

警告
車中泊としてお車をご利用になる場合
は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うた
め十分注意してください。

l詳しい注意事項などを以下のURLで
確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/
jpn/sustainability/
social_contribution/tdrs/
emergency
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7-2. 緊急時の対処法

次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
l エンジンはかかるが車が動かな
い

l 異常な音がする

 前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

 うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。

やむを得ず他車にロープでけん
引してもらう場合は、車両積載
車までの移動など、できるだけ
短距離にとどめてください。

注意
n長い下り坂でけん引するときは

レッカー車または、車両運搬車でけん
引してください。他車にけん引しても
らうと、ブレーキが過熱し効きが悪く
なるおそれがあります。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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車両運搬車で輸送するときは、図
の場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角
度が45°になるように固縛する

1 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

警告
nレッカー車でけん引するとき

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品が破損した
り車が台車から飛び出したりするおそ
れがあります。

注意
nレッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

注意
n車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎない
でください。車両の損傷につながるお
それがあります。

他車にけん引してもらうとき
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2 ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3m平方（30cm30cm）以上

25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向
3 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンを始動する

エンジンが始動しないときは、エンジン
スイッチを”ON”にしてください。

4 トランスファーレバーがH2 の
位置にあることを確認する

4WD 作動表示灯が消灯していることを
確認してください。

5 左右のデュアルモードオートマ
チックロッキングハブが
“AUTO”の位置にあること
を確認する（P.142）

4WD 走行時と反対方向に車両を1m ほ

ど移動させ、デュアルモードオートマ
チックロッキングハブをフリー状態にし
ます。

6 けん引される車両のシフトレ
バーをNにしてから、パーキン
グブレーキを解除する

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

シフトレバーがシフトできないとき
は：P.92

知識
nけん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

n他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作が通常
より重くなったりします。

nリヤ側フックについて

このフックは、自車より軽い車をやむを
得ず一般路上でロープによりけん引する
ときに使用することができます。

A

B

C

D
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警告
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n他車にけん引してもらうときの運転
について

lけん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

lエンジンスイッチを"LOCK"にしない
でください。
ハンドルがロックされ、ハンドル操
作ができなくなるおそれがあります。

注意
n車両の損傷を防ぐために

l他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度30km/h 以下、距離80km以
内でけん引する

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

lこの車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

nリヤ側フックについて

やむを得ない場合以外は使用しないで
ください。装置の変形や車両の損傷な
どにつながるおそれがあります。
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n ブレーキ警告灯（警告ブザー※）

※ブレーキ警告ブザー：
警告灯が点灯している状態で、車速が約5km/h 以上になると警告ブザーが鳴りま
す。
ブザーが鳴ったときは、ブレーキ液の不足が考えられます。

n 充電警告灯※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n 油圧警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

lブレーキ液の不足
lブレーキ系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。
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n 高水温警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

n エンジン警告灯

n  SRS エアバッグ警告灯

n ABS ＆ブレーキアシスト警告灯

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（P.234）に
従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

lエンジン電子制御システムの異常
l電子制御スロットルの異常
lトランスミッション電子制御システムの異常
l排出ガス浄化装置の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

SRS エアバッグシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

lABSの異常
lブレーキアシストの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

デフロック作動時も点灯します。
→ P.145
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n PCS 警告灯（警告ブザー）

n  LDA 表示灯（警告ブザー）

n スリップ表示灯

n フロントデフロック作動表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：
プリクラッシュセーフティの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：
プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで
作動停止している
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（P.111, 220）

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークル
スタビリティコントロール）システムが停止しているときも
点灯します。
→ P.122

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（P.126）

警告灯 警告内容・対処方法

lVSC システムの異常
lTRC/ アクティブ TRC システムの異常
lヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
lダウンヒルアシストコントロールシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

表示灯が早く点滅した場合：

フロントディファレンシャルロックシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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n リヤデフロック作動表示灯

n パーキングブレーキ表示灯（警告ブザー※）

※パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー：
パーキングブレーキをかけたまま、車速が5km/h をこえたとき、警告ブザーが鳴り
ます。

n 燃料残量警告灯

n AdBlue® 残量警告灯

n 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると警告ブザーが一定
時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

表示灯が早く点滅した場合：

リヤディファレンシャルロックシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

パーキングブレーキがかかっているとき
→ パーキングブレーキを解除する

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約21L以下になった
→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

AdBlue® の残量不足により再始動できなくなるおそれがあ
る

→ AdBlue® を補充してください。（P.187）
トヨタ販売店で補充することをおすすめします。

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する
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n 半ドア警告灯（警告ブザー※）

※半ドア走行時警告ブザー：
いずれかのドアが確実に閉まっていない状態で走行し、車速が5km/h 以上になる
と、警告ブザーが鳴ります。

n オートマチックトランスミッションパーキング警告灯

n ペダル誤操作警告灯※（警告ブザー）

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

知識
n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

nシートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

l助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅することがあり
ます。

l助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

警告灯 警告内容・対処方法

いずれかのドア、またはバックドアが確実に閉まっていない
→ 全ドア・バックドアを閉める

警告灯 警告内容・対処方法

→ トランスファーをH4 または L4 にする（P.141）

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
lドライブスタートコントロールの異常
lドライブスタートコントロール作動時
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されているメッ
セージの指示に従ってください。

警告
n警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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警告
nABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店にご連絡ください。
ABS またはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。

処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
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メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りか
わります。ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちにト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

※メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識
n警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

n販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

n各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

lアクセルペダル・ブレーキペダルの操
作に関するメッセージが表示されたと
き

PCS（プリクラッシュセーフティ）の運
転支援システムの作動中、ブレーキ操作
に関する警告メッセージが表示される場
合があります。
メッセージが表示されたときは、必ず減
速、または画面で指示された操作を行っ
てください。

ドライブスタートコントロールが作動し
たときに、警告メッセージが表示されま
す（P.220）。画面の指示に従って対処
してください。

l各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された

メッセージと警告作動

警告灯 警告ブザー※ 警告内容

ー あり

･ 走行にかかわるシステムの故障や、そのまま
放置すると思わぬ危険を招くおそれがあるな
どの重要なメッセージを意味します。

･ 車両への損傷や、思わぬ危険を招くおそれが
あるなどのメッセージを意味します。

点灯または点滅 あり
表示されたシステムに故障のおそれがあるなど
のメッセージを意味します。

ー なし

･ 電装品の故障や状態、メンテナンスのお知ら
せなどのメッセージを意味します。

･ 車両を正しく操作していない場合や、操作方
法のアドバイスなどを意味します。
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部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処
を行ってください。

n取扱説明書の確認をうながすメッセー
ジが表示されたときは

l次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。

･ “エンジン冷却水高温”（P.234）
･ “AT オイル高温”（P.91）
･ “AdBlue が低下2400km 以内に補
充必要”（P.186）

･ “あと 800km で再始動不可　
AdBlue 補充必要”（P.186）

･ “エンジン再始動不可　AdBlue 補充
必要”（P.186）

･ “DPF再生不十分”（P.149）

l次のメッセージが表示されたときは、
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

･ “エンジン油圧不足”
･ “充電システム故障”

l“燃料フィルタに水がたまっています
” のメッセージが表示されたとき

燃料フィルタ内に規定レベル以上の水が
たまっています。ただちに安全な場所に
停車し、トヨタ販売店へ連絡してくださ
い。

n“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたとき
は

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

n“DPF 再生不十分 取扱書を確認し手動
再生を実施ください” が表示されたと
き

排出ガス浄化装置に捕集したススの燃焼
処理が必要です。（P.149）

n“DPF 再生中” が表示されたとき

排出ガス浄化装置に捕集したススの燃焼
処理が自動で行われています。
（P.149）

n前方カメラの異常を示すメッセージが
表示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（P.111, 215）

lPCS（プリクラッシュセーフティ）

lLDA（レーンディパーチャーアラート）

lAHB（オートマチックハイビーム）

lRSA（ロードサインアシスト）

l先行車発進告知機能

nレーダーの異常を示すメッセージが表
示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（P.111, 215）

lPCS（プリクラッシュセーフティ）

lLDA（レーンディパーチャーアラート）

l先行車発進告知機能

n“アクセルを戻してください”が表示
されたときは

次の機能が作動したときに表示されます。
アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

lドライブスタートコントロール
（P.86）
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警告
n警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたときは

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
nエンジンオイル量に関する警告が表
示されたとき

エンジンオイルが不足した状態で走行
を続けると、エンジンの損傷につなが
ります。

n“燃料フィルタに水がたまっていま
す 取扱書を確認してください” が
表示されたとき

警告メッセージが表示されたまま走行
しないでください。燃料フィルタ内に
水がたまった状態で走行を続けると、
燃料噴射ポンプの損傷につながります。
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l 地面が固く平らで安全な場所に移動する
l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをPにする
l エンジンを停止する
l 非常点滅灯を点滅させる（P.205）

ジャッキ

パンクしたときは

パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明はP.189を参照してください）

警告
nタイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前に

スペアタイヤ・工具・ジャッキの位置

A
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工具袋

スペアタイヤ

ジャッキ

ジャッキハンドルバー

ジャッキハンドル延長バー2本

ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

レンチ

ホイールキャップレンチ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

B

C

工具

A

B

C

D

E

F

G

警告
nジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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1 カバーを取りはずす

2 固定バンドをはずして工具袋を
取り出す

3 ジャッキを取りはずす

警告
lジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

l備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

lジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

lジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

l車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

l車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

l車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを載せない

l車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

l車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

車両を下げる際はとくに、ご自身や周
囲の人がけがをしないよう注意してく
ださい。

nジャッキハンドルを使用するときは

ジャッキハンドルが不意に分解しない
ように、ジャッキハンドルを組み付け
たあと、ホイールナットレンチの穴部
を使いネジ部を確実に締め付けてくだ
さい。

ジャッキおよび工具袋を取り出
すには
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1 ボルトカバーを取りはずす

2 レンチを使用してスぺアホイー
ルカバーのボルトを取りはずし
（P.223）、スペアホイールカ
バーを取りはずす

3 キーをナットカバーに差し込ん
ではずす

4 ホイールナットレンチでナット
（３個）をはずしてスペアタイ
ヤを取りはずす

1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

2 センターオーナメントをはずす

ホイールキャップレンチ の先端を図の
ように挿し込んで、センターオーナメン
トをはずします。

傷が付くのを防ぐため、図のように布な

スペアタイヤを取り出すには

パンクしたタイヤを交換するに
は

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前

A
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どを巻いて保護してください。

3 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

4 ジャッキハンドルを組み付ける
ジャッキハンドル・ジャッキハンドル延
長バー・ジャッキハンドルバーを取り出
し、図のように組み付けます。

1 ボルト（２本）・ネジ部（1ヶ
所）をジャッキハンドルを使用

してゆるめる

2 ジャッキハンドル延長バーと
ジャッキハンドルバーを組み付
け、ボルト（2 本）を締め付け
る

ボルトがしっかりと固定されていること
を確認します。

3 ジャッキハンドル延長バーと
ジャッキハンドルを組み付け、
ネジ部（1ヶ所）を締め付ける

ネジ部がしっかりと固定されていること
を確認します。

5 組み付けたジャッキハンドルを
ジャッキの穴部に挿し込み、
ジャッキセット位置にジャッキ
をかける
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ジャッキセット位置：

6 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

7 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの意匠面に傷が付かないよう意匠面を
上にします。

フロント
フロントアクスルハウジ
ング下

リヤ
リヤアクスルハウジング
下

警告
nタイヤ交換について

l走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。走行直後のディスクホイー
ルやブレーキまわりは高温になって
いるためタイヤ交換などで手や足な
どがふれると、やけどをするおそれ
があります。

l次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

･ スペアタイヤは、ジャッキアップす
る前に格納具から取り外しておく

･ センターオーナメントは直接手をか
けて取らない

取り扱いには十分に注意してください。
けがをするおそれがあります。
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1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 スペアタイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

ナットの座金がホイールにあたるまでま
わします。

3 車体を下げる

4 ホイールナットレンチを使用
し、図の番号順でナットを2、
3度しっかり締め付ける

警告
l次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。ナットを取り付けると
きに、オイルやグリースがねじ部に
付いている場合はふき取ってくださ
い。

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
締め付けトルク：131N・m
（1336kgf・cm）

･ タイヤを交換したあとは、速やかに
締め付けトルクを確認してください。
お客様ご自身で締め付けトルクの確
認ができない場合は、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける

･ ナットを取り付けるときは、必ず
テーパー部を内側にして取り付ける

スペアタイヤを取り付けるには
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締め付けトルク：
131N・m（1336kgf・cm）

5 センターオーナメントを取り付
ける

はずしたタイヤからセンターオーナメン
トを取りはずして、交換したタイヤに取
り付けます。

1 タイヤをバックドア背面に取り
付ける

2 ナットを回してタイヤを固定す
る

必要に応じナットカバーを取り付け再度
施錠をしてください

3 取りはずしたときと逆の手順で
ホイールカバーを取り付ける

4 工具・ジャッキを収納する

知識
nスペアタイヤについて

空気圧を必ず点検してください。
（P.189）

パンクしたタイヤ・ジャッキ・
工具の収納

警告
nパンクしたタイヤを収納するときは

正しい手順をお守りいただかないと、
格納具の損傷やタイヤの落下により、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

nジャッキや工具を使用したあとは

走行前に正しい位置に格納されている
か確認してください。正しく格納され
ていないと、事故や急ブレーキの際、
重大な傷害につながるおそれがあり危
険です。

n走行するときは

タイヤキャリアからタイヤを外した状
態での走行は、タイヤキャリアが直接
歩行者に接触する可能性があり危険で
す。必ずタイヤキャリアにタイヤとス
ペアホイールカバーを搭載して走行し
てください。

注意
nスペアタイヤを格納するときは

lタイヤと車両とのあいだにものが挟
まっていないことを確認してくださ
い。

lタイヤを格納したあとは、確実に固
定されていることを確認してくださ
い。固定されていないとタイヤがが
たつき、走行中にはずれるおそれが
あります。
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次の原因が考えられます。
l 燃料が入っていない可能性があ
ります。
給油してください。

l 燃料を吸い込みすぎている可能
性があります。
再度、正しい手順（P.89）に
従って、エンジンをかけてくだ
さい。

l エンジンイモビライザーシステ
ムに異常がある可能性がありま
す。（P.43）

次の原因が考えられます。
l バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.231）

l バッテリーのターミナルがゆる
んでいる可能性があります。

次の原因が考えられます。
l バッテリーあがりの可能性があ
ります。（P.231）

l バッテリーのターミナルがはず
れている可能性があります。

l ステアリングロックシステムに
異常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、あ
るいは対処をしてもエンジンがか
からないときは、トヨタ販売店に
ご連絡ください。

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（P.89）に従っても、エンジ
ンがかからないときは、次のこ
とを確認してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合
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ブースターケーブルと12Vの
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、エンジンを始
動させることができます。
1 ボンネットを開ける
（P.183）
2 バッテリーの＋端子のカバーを
開ける

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのキー
から、トヨタ販売店でトヨタ純
正品の新しいキーを作ることが
できます。

キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次
の手順でエンジンを始動するこ
とができます。

エンジンを再始動するには
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3 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、
もう一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒
色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、
もう一方の端を金属部 につなぐ

ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部
4 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約5分間自
車のバッテリーを充電する

5 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、自車のエンジンをかけ
る

6 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと
逆の順ではずす

ブースターケーブルをはずした後は、
バッテリー＋端子のカバーをもとに戻し

てください。

エンジンがかかっても、早めにト
ヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

知識
nバッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

A

B

C

D

A

B

C

D
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nバッテリーあがりを防ぐために

lエンジンが停止しているときは、ラン
プやエアコン、オーディオなどの電源
を切ってください。

l渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

nバッテリーがあがってしまったとき

lコンピューターに記憶されている情報
が消去されます。バッテリーがあがっ
たときはトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

nバッテリー端子をはずすとき

バッテリー端子をはずすと、コンピュー
ターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときは、ト
ヨタ販売店にご相談ください。

nバッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長時間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

警告
nバッテリー端子をはずすとき

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

nバッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

lブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

l＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

lブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

lバッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

nバッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

lバッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、液（酸）が皮膚・衣
服・車体に付着しないようにする

l必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

l誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

l誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける
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1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFF にしてから、エンジン
を停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、
ラジエーターコア部（放熱部）

警告
lバッテリーの支柱・ターミナル・そ
の他の関連部品の取り扱い後は手を
洗う

lお子さまをバッテリーに近付けない

nバッテリーを交換するときは

バッテリーの交換については、トヨタ
販売店にご相談ください。

注意
nブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。

nブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。

l 水温計（P.49）の針がレッ
ドゾーンに入ったり、エンジ
ンの出力が低下する（スピー
ドが出ないなど）

l マルチインフォメーション
ディスプレイに“エンジン冷
却水高温　安全な場所に停車
して取扱書を確認してくださ
い”が表示される

l エンジンルームから蒸気が出
る

対処するには
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やホースなどからの冷却水もれ
を点検する

エンジンラジエーター

ファン

インタークーラーラジエーター
多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の“FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する

 エンジン

リザーバータンク

“FULL”（上限）

“LOW”（下限）

 インタークーラー

リザーバータンク

“FULL”（上限）

“LOW”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する（P.241）

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

 エンジン

 インタークーラー

A

B

C

A

B

C

A

B

C
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6 エンジンを始動し、ラジエー
ター冷却用のファンが作動して
いるか、およびラジエーターコ
アやホースなどから冷却水もれ
がないことを再度確認する

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨ
タ販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受ける

8 マルチインフォメーションディ
スプレイの“エンジン冷却水
高温”表示を確認する

表示が消えていない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨタ販売店
に連絡してください。
表示が消えている場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
nエンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

lエンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

l手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

lボンネット（P.183）の注意事項
も併せてお読みください。

lエンジンおよびエンジンラジエー
ターが熱い場合は、冷却水リザー
バータンクのキャップを開けないで
ください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意
n冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するお
それがあります。

n冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

l市販の冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーをPにして、エンジン
を停止する

シフトレバーをPにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

2 後輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 後輪の下に木や石などをあてが
う

4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーをDまたはRに
入れ、パーキングブレーキを解
除して注意しながらアクセルペ
ダルを踏む

知識
n脱出しにくいとき

脱出しにくいときは、次の機能を使用ま
たはOFFにすると脱出が容易になる場合
があります。スタックの状況に合わせて
参考にしてください。

lTRC/ アクティブ TRCをOFF にする
（P.152）

l4WDシステムを使用する（P.141）

lデフロックを使用する （P.145）

lリヤデフロックを使用する 
（P.145）

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには

警告
n脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

スタックから脱出後はアンダー部品の
損傷有無を確認してください。
各部品の変形や損傷があるまま走行す
ると、思わぬ事故や故障につながるお
それがあり危険です。異常などに気付
いた場合は、必ずトヨタ販売店で点検
を受けてください。

nシフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意
nトランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

lタイヤが空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

l上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。

lスタックから脱出する際にオートマ
チックトランスミッションの油温に
関する警告メッセージが表示された
ときは、ただちにアクセルペダルか
ら足を離して警告メッセージが表示
されなくなるまで待ってください。
トランスミッションが故障するおそ
れがあります。（P.218）
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8-1. 仕様一覧

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機
後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

n 指定エンジンオイル
ACEA規格C5に合致したオイル
をご使用ください。
0W-20は、新車時に工場充填さ
れている推奨オイルであり、優れ
た省燃費性能を発揮できます。

0W-20が入手困難な場合は、
JASO DL-1 0W-30、5W-30も
ご使用いただけます。
なお、JASO規格合格油の缶には
JASO DL-1 マークがついていま
す。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」
といいます）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量 [L]（参考値）

超低硫黄軽油（S10ppm 以下） 130

エンジンオイル

指定銘柄

容量 [L]（参考値※）

オイルのみ交
換

オイルとオイ
ルフィルター

交換

推奨：

トヨタ純正モーターオイル C5 0W-20
ACEA C5, SAE 0W-20

適合：

トヨタ純正モーターオイル DL-1 0W-30
JASO DL-1, SAE 0W-30

トヨタ純正モーターオイル DL-1 5W-30
JASO DL-1, SAE 5W-30

7.8 8.2
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JASO DL-1 マーク
n エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として
0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘
度特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オ
イルは、高速または重負荷走行
に適しています。

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

ラジエーター

指定銘柄
容量 [L]（参考値）

エンジン インタークーラー

トヨタ純正スーパーロングライフクーラ
ント

凍結保証温度

濃度30％　　－12℃
濃度50％　　－35℃

11.1 2.0

オートマチックトランスミッション

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

トヨタ純正オートフルードWS 10.6
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n ブレーキフルード

注意
nオートマチックトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

ディファレンシャル

指定銘柄（推奨粘度） 項目
容量 [L]（参
考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギアオイル LT（API GL-5 
SAE 75W-85）

フロント 2.9

リヤ 2.3

注意
nディファレンシャルフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

トランスファー

指定銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正MG ギヤオイルスペシャルⅡ (API GL-3 
SAE 75W-90) 1.5

1.5

パワーステアリング

指定銘柄 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正パワーステアリングフルード 1.3

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A
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n ブレーキペダル

※エンジン回転時に300N（31kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値
です。

n パーキングブレーキ

※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（“カチッ”という音）のこ
とです。

n サイズ・空気圧 

n ホイールナット締め付けトルク

項目 基準値 [mm]

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※ 136以上

項目 基準値 [ 回数 ]

引きしろ操作力200N（20kgf）のときのノッチ数 ※ 7 ～ 9

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）
フロント 3.0

リヤ 1.5

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気
圧 kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

265/70R16 112S 16  7J 240（2.4） 240（2.4）

トルク［N・m（kgf・cm）］

131（1336）
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※表に記載のないランプは LED を採用しています。

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外

フロント方向指示灯／非常点滅灯 21

サイド方向指示灯／非常点滅灯 5

リヤ方向指示灯／非常点滅灯 21

制動灯／尾灯 21/5

後退灯 21

番号灯 5

車内
フロントルームランプ 5

リヤルームランプ 10

車両仕様

型式 エンジン 駆動方式

GDJ76W １GD-FTV（2.8L ディーゼル） 4WD（4輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

n マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには

1 メーター操作スイッチで を

選択し、 を押してカスタマイ
ズモード画面を表示する

2 メーター操作スイッチで変更す
る項目を選択し、 を押す

3 メーター操作スイッチで設定し
たい項目を選択し、 を押す

前の画面にもどす、または設定を終了す

る場合は、 を押します。

知識
nカスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトレバーをP にしてくだ
さい。また、バッテリーあがりを防ぐた
め、エンジンがかかっている状態で操作
を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。

マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能

トヨタ販売店で設定変更可能

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチメ
ディアディスプレイ・マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
の操作により設定を変更するこ
とができる機能もあります。

機能によっては、他の機能と連
動して設定がかわるものもあり
ます。詳しくはトヨタ販売店へ
お問い合わせください。

設定を変更するには

警告
nカスタマイズ設定を行うとき

エンジンを始動した状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
nカスタマイズ設定を行うとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

A

B
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n メーター・マルチインフォメーションディスプレイ（P.49, 52）

n ワイヤレスドアロック（P.58）

n ランプ自動点灯・消灯システム（P.97）

n LDA（レーンディパーチャーアラート）（P.122）

機能の内容 初期設定 変更後

言語 日本語 英語 ○ 

単位 km/L L/100km ○ 

カラー カラー１ カラー２～４ ○ 

周囲の明るさにより、メーターの照度
を自動減光するためのセンサーの感度
調節

0 -2 ～ +2  ○

周囲の明るさにより、減光したメー
ターなどの照度をもとにもどすための
センサーの感度調節

0 -2 ～ +2  ○

機能の内容 初期設定 変更後

ワイヤレス機能 あり なし  ○

作動の合図（非常点滅灯） あり なし  ○

解錠後、ドアを開けなかったときの自
動施錠までの時間

30秒
60秒

 ○
120秒

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整
（コンライト感度調整）

-2 -1 ～ 2  ○

ランプ消し忘れ防止機能
いずれかのドア
を開ける

エンジンスイッ
チをOFF にする

 ○

機能の内容 カスタマイズ設定

警報ブザーが吹鳴する感度
（警報感度）

高い／普通 ○ ―

ふらつき検知機能 有／無 ○ ―

ふらつき検知機能の感度調整 高い／普通／低い ○ ―

A B

A B

A B

A B
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

n PCS（プリクラッシュセーフティ）（P.113）

※エンジンスイッチをON にすると設定を「なし」にしても「あり」に戻ります。

n RSA（ロードサインアシスト）（P.136）

n 先行車発進告知機能（P.139）

機能の内容 カスタマイズ設定

PCS（プリクラッシュセーフティ）機
能※

あり／なし ○ 

警報感度 早い／中間／遅い ○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

RSA（ロードサインアシスト）機能 あり／なし ○ 

制限速度超過告知
告知表示のみ／告知表示とブザー／

なし
○ 

制限速度超過の告知車速 2 km/h ／ 5 km/h ／ 10km/h ○ 

追い越し禁止告知
告知表示のみ／告知表示とブザー／

なし
○ 

その他の告知（進入禁止告知）
告知表示のみ／告知表示とブザー／

なし
○ 

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車発進告知機能 あり／なし ○ 

告知距離 近い ／ 中間 ／ 遠い ○ 

A B

A B

A B
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8-3. 初期設定

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど
に、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

パワーウインドウ 正常に働かなかないとき P.75



249

さくいん

こんなときは（症状別さくいん）
..................................................250

車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）............................................252

アルファベット順さくいん......253

五十音順さくいん .....................254
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1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

l キーをなくした場合、トヨタ販
売店でトヨタ純正の新しいキー
を作ることができます。
（P.231）

l チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？
チャイルドプロテクターがか
かっていると車内からは開きま
せん。いったん車外から開けて、
チャイルドプロテクターを解除
してください。（P.61）

l シフトレバーはPになっていま
すか？（P.89）

l ステアリングロックされていま
せんか？（P.89）

l バッテリーがあがっていません
か？（P.231）

l エンジンスイッチの位置が
”ON" になっていますか？

l エンジンスイッチの位置が
”ON”でブレーキを踏んでも
解除できないとき（P.92）

l 盗難防止のため、キーをエンジ
ンスイッチから抜くとロックさ
れます。（P.89）

l ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？
ウインドウロックスイッチが押
されていると、運転席以外のパ
ワーウインドウは操作できなく
なります。（P.75）

l 警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.213、218
をご確認ください。

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーがP から動かない

エンジンを停止したあとにハン
ドルがまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした
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l 車を安全な場所に停め、パンク
したタイヤをスペアタイヤに交
換してください。（P.222）

l ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（P.237）

立ち往生した
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1-2. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

ドアを開閉
したとき

シフトレバーがP
以外になっている

P.218

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したとき

いずれかのド
ア・バックド
ア・ボンネット
が確実に閉まっ
ていない

P.60

パーキングブ
レーキが解除さ
れていない

P.216

運転席・助手席
のシートベルト
を着用していな
い

P.216

シフトダウンし
たとき

シフトダウン制
限をこえて操作
した

P.93

ブレーキペダル
を踏んだとき
（きしみやひっ
かき音）

ブレーキパッド
が摩耗している
おそれがある

P.83

前方の障害物と
衝突しそうに
なったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動し
た

P.113

車線から逸脱し
そうになったと
き

LDA（レーン
ディパーチャー
アラートを使用
している

P.124

制限速度より一
定の速度を超過
したとき RSA（ロード

サインアシス
ト）が作動した

P.137はみ出し通行禁
止の道路で追い
越しをかけたと
き

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）.................................162
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................152

AdBlue®
（アドブルー）..................185, 216
AHB
（オートマチックハイビーム）..100
DAC
（ダウンヒルアシストコントロール）
....................................................146

DPF
（ディーゼルパティキュレートフィ
ルタ）...........................................148

EDR
（イベントデータレコーダー）........6
ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.................................................31

LDA
LDA（レーンディパーチャーア
ラート）.......................................122

LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................198

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..113
PWR/HAUL
（パワーホール）............................93
RSA
（ロードサインアシスト）..........136
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）..........................................25

Toyota Safety Sense
AHB（オートマチックハイビーム）
....................................................100

PCS（プリクラッシュセーフティ）
....................................................113
RSA（ロードサインアシスト）136
LDA（レーンディパーチャーア
ラート）......................................122
先行車発進告知機能 .................139

TRC
（トラクションコントロール）152, 
237

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................152
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（バッテリーあがりの処
置）.....................................................231
アウターミラー（ドアミラー）
格納のしかた.............................................74
操作............................................................73

アクセサリーソケット.......................175
アクセサリコネクタ ..........................156
AdBlue®....................................54, 185
AdBlue®残量警告灯...........................186
残量警告灯 .............................................216
補充.........................................................185
容量.........................................................187

アラーム
音さくいん .............................................252
警告ブザー ..................................213, 218

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................152
アンテナ..............................................157

い

イグニッションスイッチ（エンジンス
イッチ）................................................89
エンジンのかけ方.....................................89
車両を緊急停止するには ......................206
モード切りかえ.........................................89

位置交換（タイヤローテーション）.190
イベントデータレコーダー（EDR）......6
イモビライザーシステム......................43
インジケーター（表示灯）....................47
インテリアランプ ..............................167
ワット数 .................................................244

インナーミラー.....................................72

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................198
方向指示レバー.........................................94
ワット数 .................................................244

ウインドウ
ウォッシャー...............................103, 104
パワーウインドウ.....................................75
リヤウインドウデフォッガー...............163

ウインドウロックスイッチ..................75
ウォーニングランプ（警告灯）.46, 213
ウォッシャー
液の補充 .................................................188
スイッチ ......................................103, 104
タンク容量..............................................243
冬の前の準備・点検..............................158

動けなくなったときは（スタック）.237
運転
雨の日の運転.............................................80
運転を補助する装置..............................152
寒冷時の運転..........................................158
正しい運転姿勢.........................................21
手順............................................................80

運転席シートベルト非着用警告灯...216

え

エアコン..............................................162
エアコン .................................................162
曇り取り（フロントガラス）.................163
曇り取り（リヤウインドウ）.................163
パワーヒーター......................................162
PTCヒーター........................................162
フィルターの清掃..................................192

エアコン・デフォッガー...................163
エアバッグ
SRSエアバッグ警告灯 ........................214
改造・廃棄.................................................28
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作動条件 ....................................................25
正しい姿勢 ................................................21
配置............................................................25

LEDデイタイムランニングランプ.....98
エンジン
エンジンイモビライザーシステム..........43
エンジンが始動できない ......................230
エンジン警告灯......................................214
エンジンスイッチ（イグニッション）....89
エンジンの始動方法.................................89
エンジンを停止する前に .........................81
オーバーヒート......................................234
緊急時の停止方法..................................206
タコメーター.............................................49
ボンネット .............................................183

エンジンオイル
冬の前の準備・点検..............................158
メンテナンスデータ..............................240
油圧警告灯 .............................................213
容量.........................................................240

エンジン回転計（タコメーター）........49
エンジンスイッチ（イグニッションス
イッチ）................................................89
車両を緊急停止するには ......................206
モード切りかえ.........................................89

エンジンフード（ボンネット）
開け方.....................................................183

エンジンルーム
エンジンルームから蒸気が出ている...234

お

オイル（エンジンオイル）.................240
オートマチックトランスミッション ..91
オートマチックトランスミッションパーキ
ング警告灯 ..........................................217

オートマチックハイビーム（AHB）100
オーバーヒート..................................234

オープナー
給油扉 .....................................................107
バックドア.................................................63
ボンネット..............................................183

お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ......................75
お子さまの安全のために .........................30
シートベルトの着用.................................24
チャイルドシート.....................................31
チャイルドシートの取り付け..................31
チャイルドプロテクター .........................61
発炎筒の取り扱いに関する警告...........206
バックドアに関する警告 .........................62
バッテリーに関する警告 ......................233
パワーウインドウに関する警告..............75

オドメーター
表示項目 ....................................................49

オドメーター／トリップメーターディス
プレイ..................................................51
表示切りかえボタン.................................51
表示項目 ....................................................51

か

カーペット
洗浄.........................................................181
フロアマットの取り付け方......................20

外気温度表示.........................................49
外装の電球（バルブ）
交換要領 .................................................198
ワット数 .................................................244

カスタマイズ機能..............................245
型式 .....................................................244
カメラ
前方カメラ..............................................108

ガラスの曇り取り
フロントウインドウガラス...................163
リヤウインドウガラス ..........................163
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冠水路走行.............................................85
寒冷時の運転......................................158

き

キー
エンジンが始動できない ......................230
キーナンバープレート.............................58
キーの構成 ................................................58
キーをなくした......................................231
電池が切れた..........................................194
ワイヤレスリモコン.................................58

きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー
キパッドウェアインジケーター）......83
給油
給油のしかた..........................................106
メンテナンスデータ..............................240

緊急時シートベルト固定機構..............24
緊急時の対処
エンジンが始動できない ......................230
オーバーヒートした..............................234
キーの電池が切れた..............................194
キーをなくした......................................231
警告灯がついた......................................213
警告メッセージが表示された ..............218
けん引.....................................................209
故障したときは......................................204
車中泊が必要な時は..............................208
車両を緊急停止する..............................206
水没・冠水したときは..........................207
スタックした..........................................237
発炎筒.....................................................205
バッテリーがあがった..........................231
パンクした .............................................222

く

空気圧（タイヤ）
メンテナンスデータ..............................243

区間距離計（トリップメーター）
表示項目 ....................................................49

曇り取り
フロントガラス......................................163
リヤウインドウデフォッガー...............163

クラクション（ホーン）.......................71
クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ ....................................................97
電球（バルブ）の交換 ..........................198

クリップ
フロアマット.............................................20

クルーズコントロール
定速クルーズコントロール...................127

グローブボックス..............................170

け

警音器（ホーン）...................................71
計器類（メーター）
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................52
メーター ....................................................49

警告灯 ....................................................46
ABS＆ブレーキアシスト ....................214
LDA表示灯............................................215
PCS ........................................................215
SRSエアバッグ....................................214
AdBlue® 残量 ......................................216
エンジン .................................................214
オートマチックトランスミッションパーキ
ング ......................................................217
高水温 .....................................................214
シートベルト非着用..............................216
充電.........................................................213
スリップ表示灯......................................215
燃料残量 .................................................216
パーキングブレーキ表示灯...................216
半ドア .....................................................217
ブレーキ .................................................213
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フロントデフロック作動表示灯...........215
ペダル誤操作警告灯..............................217
油圧.........................................................213
リヤデフロック作動表示灯 ..................216

警告ブザー
LDA ........................................................215
PCS........................................................215
高水温.....................................................214
シートベルト非着用..............................216
車線逸脱警報..........................................124
充電.........................................................213
衝突警報 .................................................113
パーキングブレーキ未解除走行時..........95
ブレーキ .................................................213
ペダル誤操作警告灯..............................217
油圧.........................................................213

警告メッセージ..................................218
警告メッセージ表示画面......................54
けん引
けん引のしかた......................................209

こ

交換
キーの電池 .............................................194
スペアタイヤ..........................................222
電球（バルブ）........................................198
ヒューズ .................................................196

工具（ツール）....................................222
航続可能距離.........................................54
後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換..........................198

コーナリングランプ
電球（バルブ）の交換..........................198

子供専用シート
取り付け方 ................................................32

コンソールボックス ..........................170
コンライト（自動点灯・消灯装置）....97

さ

サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................198
方向指示レバー.........................................94

サイドミラー（ドアミラー）
格納のしかた.............................................74
操作............................................................73

三角表示板（停止表示板）.................204
サンバイザー......................................174

し

シート
正しい運転姿勢.........................................21
チャイルドシート.....................................31
調整....................................................65, 66
手入れ .....................................................181
ヘッドレスト.............................................69

シートベルト
お子さまの着用.................................23, 24
緊急時シートベルト固定機構..................24
正しく着用するには.................................24
着け方・はずし方.....................................24
手入れ .....................................................181
妊娠中の方の着用.....................................23
非着用警告灯..........................................216

シートベルト非着用警告灯...............216
室内灯（インテリアランプ）.............167
始動後走行距離.....................................54
始動のしかた.........................................89
シフトポジション.................................91
シフトレバー
シフトポジションの切りかえ..................91
シフトロックシステム（解除ボタン）....92
操作............................................................91

シフトレバーがシフトできないときは
.............................................................91
シフトロックシステム .........................92
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車速表示.................................................54
ジャッキ
車載ジャッキ..........................................222

ジャッキハンドル ..............................222
車幅灯
電球（バルブ）の交換..........................198
ランプスイッチ.........................................97

車両型式..............................................244
車両仕様（スペック）.........................240
車両情報表示画面 .................................54
車両データの記録 ....................................6
車両を緊急停止するには...................206
充電用USB端子...............................174
収納装備..............................................169
仕様（車両仕様）................................244
初期設定..............................................248
助手席シートベルト非着用警告灯 ...216

す

水温計.....................................................49
スイッチ
AHB（オートマチックハイビーム）....100
2ndスタート............................................93
DAC........................................................146
LDA ........................................................125
PWR/HAUL ............................................93
TRC OFF...............................................152
VSC OFF...............................................152
アイドルアップ......................................163
イグニッション.........................................89
ウインドウロック.....................................75
ウォッシャー...............................103, 104
エンジン ....................................................89
シート調整 ................................................65
定速クルーズコントロール ..................127
ドアミラー ................................................73
ドアロック ................................................61
パーキングブレーキ.................................95

排出ガス浄化装置..................................149
ハザードランプ......................................205
バックドアオープン.................................63
パワーウインドウ.....................................75
パワーヒーター......................................164
ハンドルの位置調整.................................71
非常点滅灯（ハザードランプ）.............205
表示切りかえ.............................................51
フォグランプ..........................................102
方向指示レバー.........................................94
ホーン（警音器）.......................................71
メーター操作.............................................53
ランプ ........................................................97
リヤウインドウデフォッガー...............163
ワイパー ......................................103, 104

スタック..............................................237
ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整 ....................................................71
メーター操作スイッチ .............................53

ステアリングロック .............................90
ステップバンパー.................................87
ストップランプ（制動灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................198

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............158
スピードメーター.................................49
スペアタイヤ
空気圧 ..........................................189, 243
交換方法 .................................................222

スぺアホイールカバー ......................222
スペック（車両仕様）........................240
スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ランプスイッチ.........................................97

スリップ表示灯..................................152

せ

清掃
外装.........................................................178
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シートベルト..........................................181
内装.........................................................181
ホイール・ホイールキャップ ..............178
レーダーセンサー..................................108

制動灯
電球（バルブ）の交換..........................198

セカンドシート
ヘッドレスト.............................................69

積算距離計（オドメーター）
表示項目 ....................................................49

セキュリティインジケーター..............43
設定画面.................................................54
先行車発進告知機能 ..........................139
センサー
LDA ........................................................122
ライトセンサー.........................................98
レーダーセンサー..................................108

洗車 .....................................................178
前照灯（ヘッドランプ）
電球（バルブ）の交換..........................198
ライトセンサー.........................................98
ランプ消し忘れ防止機能 .........................98
ランプスイッチ.........................................97

そ

走行距離.................................................53
走行支援機能情報表示画面..................54
走行時間.................................................53
速度計（スピードメーター）................49

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換..........................198
方向指示レバー.........................................94
ワット数 .................................................244

タイヤ
応急用タイヤ..........................................222

空気圧 ..........................................191, 243
交換..............................................190, 222
スぺアホイールカバー ..........................222
チェーン .................................................158
点検.........................................................189
パンクしたときは..................................222
冬用タイヤ..............................................158
ホイールサイズ......................................243
ローテーション（位置交換）.................190

タイヤが空まわりする（スタックした）
..........................................................237
タイヤチェーン..................................158
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム.......................................................146
タコメーター.........................................49

ち

チェーン（タイヤチェーン）.............158
チャイルドシート
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け40
シートベルトでの固定 .............................38
助手席にチャイルドシートを取り付けると
き.............................................................32
選択方法 ....................................................31
トップテザーアンカレッジ......................41

チャイルドプロテクター......................61
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
警告灯 .....................................................216
操作............................................................95
冬季の注意..............................................160
パーキングブレーキ表示灯...................216
未解除走行時警告ブザー .........................95

つ

ツール（工具）....................................222
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て

ディスプレイ
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................52

定速クルーズコントロール...............127
ディファレンシャル ..........................242
手入れ
外装.........................................................178
シートベルト..........................................181
内装.........................................................181
ホイール・ホイールキャップ ..............178
レーダーセンサー..................................108

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換..........................198
ランプスイッチ.........................................97

デッキフック......................................173
デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）.................................................163
デフロック..........................................145
電圧計.....................................................49
電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）........................198
ワット数 .................................................244

点検基準値（メンテナンスデータ）.240
電池交換（リモコン）.........................194

と

ドア ........................................................60
チャイルドプロテクター .........................61
ドアガラス ................................................75
ドアロックスイッチ.................................61
バックドア ................................................62
ロックボタン.............................................61
ワイヤレスリモコン.................................60

ドアミラー
格納のしかた.............................................74
操作............................................................73

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム..........43

時計 .....................................................174
トップテザーアンカレッジ..................41
ドライブスタートコントロール..........80
急発進の抑制制御.....................................80

トラクションコントロール（TRC）152
トランスミッション
シフトダウン制限警告ブザー..................93
操作............................................................91
メンテナンスデータ..............................241

トリップメーター
表示項目 ....................................................49

な

内装
収納装備 .................................................169
手入れ .....................................................181

に

荷物
積むときの注意.........................................86
デッキフック..........................................173
荷室内装備..............................................173

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....237

ね

燃料
給油.........................................................106
種類.........................................................240
冬季の注意..............................................158
燃料残量警告灯......................................216
容量.........................................................240

燃料計 ....................................................49
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は

パーキングブレーキ
操作............................................................95
冬季の注意 .............................................160
パーキングブレーキ表示灯 ..................216
未解除走行時警告ブザー .........................95

パーソナルランプ
ワット数 .................................................244

排気ガス.................................................28
排出ガス浄化装置（DPF）................148
排出ガス浄化装置堆積モニター.......149
ハイビーム（ヘッドランプ）
AHB（オートマチックハイビーム）....100
電球（バルブ）の交換..........................198
ランプスイッチ.........................................97

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換..........................198

ハザードランプ（非常点滅灯）
スイッチ .................................................205
電球（バルブ）の交換..........................198
ワット数 .................................................244

発炎筒..................................................205
バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換..........................198

バックドア.............................................62
オープンスイッチ.....................................63
バックドアハンドル.................................64

バックモニター..................................130
画面の見方について..............................130
故障とお考えになる前に ......................133
バックモニター画面表示条件について130
バックモニターについて ......................130

バッテリー
警告灯.....................................................213
バッテリーがあがった..........................231

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）....................198

ワット数 .................................................244

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ......................75
操作............................................................75

パンクした
スペアタイヤ装着車..............................222

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ランプスイッチ.........................................97

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整 ....................................................71
メーター操作スイッチ .............................53

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................152
ヒーター
エアコン .................................................162
リヤヒーター..........................................166

非常点滅灯（ハザードランプ）
スイッチ .................................................205
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ワット数 .................................................244

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ランプスイッチ.........................................97

ヒューズ..............................................196
表示切りかえボタン .............................51
表示灯 ....................................................47
日よけ（サンバイザー）....................174
ヒルスタートアシストコントロール152

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方.......231
フォグランプ
スイッチ .................................................102
電球（バルブ）の交換 ..........................198
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ブザー
PCS........................................................215
音さくいん .............................................252
高水温.....................................................214
シートベルト非着用警告 ......................216
車線逸脱警報..........................................124
充電.........................................................213
衝突警報 .................................................113
パーキングブレーキ未解除走行時警告..95
ブレーキ .................................................213
油圧.........................................................213

フック
デッキフック..........................................173
フロアマット固定フック .........................20

フューエルメーター（燃料計）............49
フューエルリッド（給油口）
給油のしかた..........................................106

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........158
冬用タイヤ..........................................158
プリクラッシュセーフティ（PCS）
PCS警告灯 ...........................................215
PCSスイッチ........................................115
機能.........................................................113

ブレーキ
パーキングブレーキ.................................95
メンテナンスデータ..............................242

ブレーキアシスト ..............................152
ABS＆ブレーキアシスト警告灯.........214

ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる
..............................................................83
ブレーキフルード ..............................242
フロアマット.........................................20
フロントシート
正しい運転姿勢.........................................21
調整............................................................65
手入れ.....................................................181
ヘッドレスト.............................................69

フロントフォグランプ
スイッチ .................................................102
電球（バルブ）の交換 ..........................198

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................198
方向指示レバー.........................................94

へ

平均車速.................................................53
平均燃費.................................................53
ヘッドランプ
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ライトセンサー.........................................98
ランプ消し忘れ防止機能 .........................98
ランプスイッチ.........................................97

ヘッドレスト.........................................69

ほ

ホイール
交換（タイヤ）........................................222
スぺアホイールカバー ..........................222
メンテナンスデータ..............................243

ホイールナットレンチ ......................223
方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ..........................198
方向指示レバー.........................................94
ワット数 .................................................244

ホーン（警音器）...................................71
保証 ...........................................................7
補助確認装置.........................................74
ボトルホルダー..................................172
ボンネット（エンジンフード）
開け方 .....................................................183
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ま

マルチインフォメーションディスプレイ
..............................................................52
警告メッセージ......................................218
航続可能距離.............................................54
始動後走行距離.........................................54
車速表示 ....................................................54
車両情報表示.............................................54
設定............................................................54
走行支援機能情報表示.............................54
ドライブインフォメーション .................53
ブランク表示.............................................54
メーター操作スイッチ.............................53
メニューアイコン.....................................52

み

ミラー
インナーミラー.........................................72
ドアミラー ................................................73
補助確認装置.............................................74

め

メーター
メーター操作スイッチ.............................53

メーター（計器類）
警告灯.............................................46, 213
警告メッセージ......................................218
表示灯........................................................47
マルチインフォメーションディスプレイ
.................................................................52

メーター照度調整 .................................51
メニューアイコン .................................52
メンテナンスデータ ..........................240

ゆ

油圧計.....................................................49

ユーザーカスタマイズ機能...............245
雪道ですべって動けない（スタックした）
..........................................................237
油脂類 .................................................240

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ..........................198
ランプスイッチ.........................................97

ラゲージルーム..................................173
ラジエーター
オーバーヒート......................................234
メンテナンスデータ..............................241

ランプ
インテリアランプ..................................167
AHB（オートマチックハイビーム）....100
室内灯 .....................................................167
電球（バルブ）の交換 ..........................198
非常点滅灯（ハザードランプ）.............205
フロントフォグランプ ..........................102
ヘッドランプ（前照灯）...........................97
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ
ンカー）...................................................94
ライトセンサー.........................................98
ランプ消し忘れ防止機能 .........................98
ワット数 .................................................244

ランプ消し忘れ防止機能......................98

り

リヤウインドウデフォッガースイッチ
..........................................................163
リヤクオーターガラス
操作............................................................77

リヤシート.............................................66
調整............................................................66

リヤヒーター......................................166
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リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換..........................198
方向指示レバー.........................................94
ワット数 .................................................244

る

ルームミラー（インナーミラー）........72

れ

冷却水
冬の前の準備..........................................158
メンテナンスデータ..............................241

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................234
メンテナンスデータ..............................241

レーンディパーチャーアラート（LDA）
...........................................................122
警告メッセージ......................................126
操作.........................................................125

レバー
トランスファー......................................141

レバー
シート調整 ................................................66
シフト........................................................91
ハンドル位置調整.....................................71
方向指示 ....................................................94
ボンネット解除......................................183
ロック（ドア）...........................................61

ろ

ロードサインアシスト（RSA）........136
ロック
ウインドウロック.....................................75
チャイルドプロテクター .........................61
ドア............................................................60
バックドア ................................................62

ワイヤレスリモコン.................................58

わ

ワイパー&ウォッシャー
ウォッシャー液の補充 ..........................188
フロント .................................................103
リヤ.........................................................104

ワイパーブレード（寒冷地用）.........159
ワイヤレスリモコン
作動の合図.................................................60
操作............................................................58
電池が切れた..........................................194
電池の交換..............................................194

ワックス..............................................178
ワット数..............................................244
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

給油口（P.107）

ボンネットフック（P.183）

ボンネット解除レバー（P.183）

給油扉オープナー（P.106）

タイヤ空気圧（P.243）

燃料の容量（参考値） 130L

燃料の種類 P.240

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.243

エンジンオイル容量
（参考値）

P.240

エンジンオイルの種類 P.240

A

B

C

D

E
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